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☟ 

本
誌
は
以
下
の
場
所
で
無
料
で
入
手
で
き
ま
す
。

士林官邸 / 士林官邸

☎ (02)2883-6340
〒 台北市福林路 60 号

Chiang Kai-Shek  
Shilin Residence 

臺北市孔廟 / 台北市孔子廟

☎ (02)2592-3924 
〒 台北市大龍街 275 号

Taipei Confucius Temple

臺北記憶倉庫 / 台北記憶倉庫

☎ (02)2341-4597 
〒 台北市忠孝西路 1 段 265 号

Taipei Info Hub

松山文創園區 /  
松山文化クリエイティブパーク

☎ (02)2765-1388  
〒 台北市光復南路 133 号

Songshan Cultural and  
Creative Park 

華山 1914 文化創意產業園區 /
華山 1914 文化クリエイティブパーク

☎ (02)2358-1914 
〒 台北市八德路 1 段 1 号

Huashan 1914 Creative Park 

☎ (02)2382-2566 
〒 台北市襄陽路 2 号

國立臺灣博物館 / 国立台湾博物館
National Taiwan Museum 

臺北市立圖書館 / 台北市立図書館
Taipei Public Library (Main & branches)

臺北市旅遊服務中心 /  
台北市観光案内所
Visitor Information Centers in Taipei

MRT 各駅
All Stations of MRT Lines 

伊是咖啡 / IS コーヒー
Is Coffee 

誠品書店 / 誠品書店
eslite Bookstore

金石堂書店 / 金石堂書店
Kingstone Bookstore

〒 台北市仁愛路 3 段 122 号 

亞典圖書公司 / 亜典書店 

☎ (02)2784-5166 
Art Land Book Co. Ltd.

臺北市政府市民服務組 /  
台北市役所市民サービスカウンター 

☎ (02)2720-8889 / 1999 内線 1000 
〒 台北市市府路 1 号 

The public service group of  
Taipei City Government

臺北美國學校 / 台北アメリカンスクール

☎ (02)2873-9900 
〒 台北市中山北路 6 段 800 号 

Taipei American School

國立中正紀念堂 / 国立中正紀念堂

☎ (02)2343-1100 
〒 台北市中山南路 21 号 

National Chiang Kai-shek  
Memorial Hall 

國立國父紀念館 / 国立国父紀念館

☎ (02)2758-8008
〒 台北市仁愛路 4 段 505 号

National Dr. Sun Yat-sen 
Memorial Hall

台北當代藝術館 / 台北当代芸術館 

☎ (02)2552-3720
〒 台北市長安西路 39 号

Museum of Contemporary Art 
(MOCA), Taipei

市長官邸藝文沙龍 / 
市長官邸アートサロン

☎ (02)2396-9398 
〒 台北市徐州路 46 号

Mayor’s Residence Arts Salon

〒 台北市北平東路 7 号

臺北國際藝術村 / 台北国際芸術村

☎ (02)3393-7377 
Taipei Artist Village

台北二二八紀念館 / 台北二二八紀念館

☎ (02)2389-7228
〒 台北市凱達格蘭大道 3 号 

Taipei 228 Memorial Museum

光點台北 / 光点台北

☎ (02)2778-2991 
〒 台北市中山北路 2 段 18 号 

SPOT-Taipei Film House

交通部觀光局旅遊服務中心 /  
交通部観光局トラベルサービスセンター

☎ (02)2717-3737 
〒 台北市敦化北路 240 号 

Travel Service Center, Tourism Bureau, 
M.O.T.C

臺北士林劍潭活動中心 /  
台北士林剣潭市民センター

☎ (02)2885-2151 
〒 台北市中山北路 4 段 16 号 

Shilin Chientan Overseas  
Youth Activity Center 

台北市政府觀光傳播局 /  
台北市観光伝播局

☎ 1999 内線 7564 
〒 台北市市府路 1 号 4 階

Department of Information and  
Tourism, Taipei City Government

美國在臺協會 / アメリカ在台湾協会
American Institute in Taiwan
☎ (02)2162-2000
〒 台北市金湖路 100 号 

☎ (02)2378-6666 内線 6580
〒 台北市敦化南路 2 段 203 号 

遠企購物中心 / 
遠企ショッピングセンター
Taipei Metro the Mall

國語日報語文中心 / 
国語日報語学センター

☎ (02)2341-8821 
〒 台北市福州街 2 号 

Mandarin Daily News  
(Language Center) 

台北松山機場 / 台北松山空港

☎ (02)8770-3430
〒 台北市敦化北路 340-9 号

Taipei Songshan Airport

士林區公所 / 士林区役所

☎ (02)2882-6200 内線 8725 
〒 台北市中正路 439 号 8 階 

Shilin District Office 

台湾桃園国際空港第一ターミナル 到着 
ロビーのトラベルサービスセンター 

☎ (03)398-2194 
〒 桃園市大園区航站南路 9 号 

Tourist Service Center at Arrival Lobby, 
Taiwan Taoyuan International Airport 
Terminal 1

台湾桃園国際空港第二ターミナル 到着 
ロビーのトラベルサービスセンター 

☎ (03)398-3341 
〒 桃園市大園区航站南路 9 号 

Tourist Service Center at Arrival Lobby, 
Taiwan Taoyuan International Airport 
Terminal 2

S T O R I E S  F R O M  T H E  C A P I T A L 



台北は近代化された町並みの中にレトロな建物が混じって
いるなど、伝統と現代が同居している都市です。風習

や文化も同様に新しいものを取り入れながらも昔の習慣が社会に
根強く残っています。

今季の《TAIPEI》では、現代・伝統という視点から現在も台北
に残り続けている文化や建物に焦点を当てました。

まず、特集では台北の中にある主要な 5 つの都市を大きな博物
館としたイベント「ボーダーレスミュージアム」を紹介している
ので、台北の史跡や昔ながらの文化に興味がある人は必見です。

体験というテーマでは台北探索館のイベントを中心に、台北の
歴史を学ぶのに最適なスポットの紹介をしている他、懐かしいレ
コード店や歴史ある旧市街も取り上げています。

さらに台湾の中秋節の過ごし方、芸術の秋を楽しく過ごせる近
代芸術や建築と歴史変遷の紹介も見逃せません。

また、今回の訪問インタビューでは、40 年以上に渡り台湾のジ
ャズ業界を牽引してきたお店、さらに LGBTQI+ 関連で注目を集め
るドラァグクイーンショーが楽しめるゲイバーのオーナーたちに
お話を伺っています。

台北と言えばグルメですが、今回は屋台料理の情報や伝統料理
を現代風にアレンジしたお店、それらが楽しめる市場をまとめま
した。

文化や芸術、音楽、食事、建築と様々な角度から台北の魅力を
紹介していますので、機会があればこうしたスポットを訪ね、台
北の中にある現代と伝統のコントラストを体感してみてください。

伝統と現代が	
交錯する都市、台北

編
集
者
の
言
葉
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体験と活動

台北の歩み：台北探索館16

20 デジタル時代のアナログサウンド
ロマン溢れるレコード専門店

24 昔の台北を今に留める
歴史ある旧市街 3 選

芸術と文化

台北の近現代芸術スポット28

台北の建築から見る歴史の変遷36

32 家族と過ごす：台湾の中秋節

48 台北のドラァグクイーン
人々を魅了するカフェ

Blue Note Taipei: 台北ジャズの聖地42

台北の横顔

伝統市場58
ありふれた日々の観測者

現代風の伝統料理を提供するお店 5 選
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5 つの「生きた博物館」 －新旧、現代と伝統、様々な要素が調和し共存する場所
文 /Rick Charette　編集 / 下山敬之　
写真 / Taiwan Scene, Toppy Baker, 北投温泉博物館 , Richie Chan, 艋舺青山宮 , 台北当代芸術館

ボーダーレス
ミュージアム台北

北
投
温
泉

台
北
は
初
め
て
来
た
方
で
も

わ
か
る
ほ
ど
、
古
い
も
の
と
新
し

い
も
の
、
現
代
と
伝
統
と
い
っ
た

要
素
が
混
じ
り
合
っ
た
場
所
で

す
。
台
湾
の
中
で
も
特
に
台
北
の

人
た
ち
は
、
外
の
世
界
に
対
す
る

受
容
性
が
高
い
こ
と
で
知
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
同
時
に
自
分
た
ち
の

歴
史
に
強
い
誇
り
も
持
っ
て
お

り
、
こ
こ
数
十
年
に
わ
た
り
、
先

祖
代
々
受
け
継
が
れ
て
き
た
文
化

遺
産
の
保
存
と
普
及
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。
台
北
の
街
中
を
歩

く
と
、
高
く
近
代
的
な
ビ
ル
群
の

中
に
、
丁
寧
に
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

さ
れ
た
建
築
遺
産
が
並
ん
で
い
る

光
景
を
目
に
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
何
度
も
建
築
遺
産

保
存
の
た
め
の
取
り
組
み
を
実
施

し
て
き
た
台
北
市
で
す
が
、
今
回

は
「
台
北
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
」
（
台
北
無
囲
墻
博
物

館
）
と
い
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
企

画
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
街
全
体

を
ひ
と
つ
の
「
生
き
た
博
物
館
」

と
し
て
と
ら
え
る
と
い
う
試
み

で
、
人
文
科
学
や
現
地
の
人
の
生

活
、
物
的
資
源
、
そ
し
て
歴
史
を

組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
巨
大
な

観
光
地
を
作
り
上
げ
ま
し
た
。

台
北
の
中
で
も
歴
史
的
に
重

要
な
5
つ
の
地
域
を
会
場
と
し
て

01
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北
投
温
泉

建
築
、
歴
史
、
温
泉 

北
投(

ベ
イ
ト
ウ)

は
温
泉
リ

ゾ
ー
ト
地
で
、
台
湾
で
初
め
て
開

発
さ
れ
た
レ
ジ
ャ
ー
地
域
で
す
。

1
8
9
0
年
代
後
半
か
ら
日
本

人
に
よ
る
開
発
が
進
め
ら
れ
、
か

つ
て
は
台
北
の
中
心
部
か
ら
特
別

な
鉄
道
路
線
が
引
か
れ
て
い
ま
し

た
。
現
在
で
は
、
古
い
建
物
と
ス

タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
な
新
し
い
建
物
が

混
在
す
る
場
所
と
な
っ
て
い
ま

す
。 こ

の
地
域
の
中
心
は
、
陽
明

山(

ヤ
ン
ミ
ン
シ
ャ
ン)
の
麓
に

あ
る
長
く
狭
い
谷
で
、
付
近
に
は

北
投
公
園
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

か
つ
て
の
谷
の
入
口
近
く
に
設
置

さ
れ
て
い
た
鉄
道
路
線
は
、
独
特

な
外
観
のM

RT

新
北
投
駅
へ
と

変
わ
り
、
今
に
至
る
ま
で
北
投
の

貴
重
な
温
泉
文
化
を
普
及
す
る
一

翼
を
担
っ
て
い
ま
す
。
新
北
投
駅

の
屋
根
は
イ
ン
ペ
リ
ア
ル
イ
エ
ロ

ー
を
基
調
と
し
た
中
国
宮
殿
風
の

造
り
で
、
正
面
に
は
温
泉
公
園
に

向
か
っ
て
古
風
な
ア
ー
ケ
ー
ド
が

続
い
て
い
ま
す
。

駅
の
横
に
あ
る
七
星
公
園(

チ

ー
シ
ン
ゴ
ン
ユ
ェ
ン)

に
は
、
か

選
出
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が

「
垣
根
の
な
い
生
き
た
博
物
館
」

と
し
て
独
特
の
外
観
、
ス
タ
イ

ル
、
ス
ト
ー
リ
ー
を
有
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
地
域
が
一
体
と
な

る
こ
と
で
新
し
い
文
化
探
求
の
た

め
の
地
図
が
完
成
し
ま
し
た
の

で
、
自
身
の
興
味
に
合
わ
せ
て
地

域
単
体
を
探
索
し
て
み
た
り
、
全

地
域
を
巡
る
な
ど
自
由
に
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。
具
体
的
な
場
所

は
、
北
か
ら
順
に
北
投
温
泉
、
大

稲
埕
、
万
華
艋
舺
、
城
北
廊
帯
、

城
南
台
大
と
な
っ
て
い
て
、
台
北

に
お
け
る
文
化
的
な
多
様
性
、
新

と
旧
、
伝
統
と
現
代
的
な
要
素
の

調
和
、
共
存
し
て
い
る
姿
を
広
く

知
ら
せ
る
こ
と
が
目
的
と
な
っ
て

い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
各
地
域
の
特
徴

を
簡
単
に
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

02

台北はレトロな町並みと近代
都市の要素が融合した「生き
た博物館」です。

01.

天然温泉で知られる北投は、
地熱谷などの名所が多くあり
ます。(写真 /Toppy Baker)

02.
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軒
、
丸
型
の
屋
根
窓
は
当
時
の
ま

ま
復
元
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
建

物
に
は
現
在
、
北
投
の
歴
史
を
紹

介
す
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
や
、
北
投
を

テ
ー
マ
と
し
た
商
品
を
販
売
す
る

お
み
や
げ
屋
さ
ん
が
あ
り
ま
す
。

北
投
公
園
内
は
ひ
と
き
わ
目

を
引
く
台
北
市
立
図
書
館
北
投
分

館
が
あ
り
、
外
観
は
小
さ
な
森
の

中
に
置
か
れ
た
巨
大
な
箱
船
の
よ

う
で
す
。
受
賞
歴
も
あ
る
こ
の
建

つ
て
の
日
本
風
の
木
造
駅
舎
が
再

建
さ
れ
て
い
ま
す
。
1
9
1
6

年
に
建
て
ら
れ
た
こ
の
駅
は
、
復

元
に
あ
た
り
元
の
建
物
で
使
わ

れ
て
い
た
資
材
の
70
%
を
利
用

し
、
1
9
3
7
年
の
拡
張
工
事

に
使
用
さ
れ
た
設
計
図
を
参
考
に

造
ら
れ
ま
し
た
。
寸
法
と
外
観
は

元
の
も
の
と
同
じ
で
、
最
大
の
特

徴
で
あ
る
木
造
の
外
装
、
銅
製
の

屋
根
瓦
、
飾
り
彫
り
が
施
さ
れ
た

日本式木造建築で有名だった北投駅は、
新たに改築され人気観光スポットとなっ
ている他、展示スペースとしても活用さ
れています。

03. - 04.

巨大な木の家のような外観を持つ台北市
立図書館北投分館は緑の豊富な公園の中
にあります。

05.

03

04

05
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物
は
エ
コ
な
図
書
館
と
し
て
も

有
名
で
、
電
力
は
屋
上
の
ソ
ー
ラ

ー
パ
ネ
ル
を
使
用
し
、
屋
上
の
緑

化
に
よ
っ
て
屋
内
は
涼
し
く
保
た

れ
、
屋
根
の
排
水
シ
ス
テ
ム
か
ら

雨
水
を
貯
留
し
て
植
物
へ
の
給
水

や
ト
イ
レ
の
水
洗
な
ど
に
活
用
さ

れ
て
い
ま
す
。
周
囲
の
木
陰
の
お

か
げ
で
、
直
射
日
光
が
入
る
こ
と

は
な
く
、
バ
ル
コ
ニ
ー
で
読
書
を

楽
し
む
こ
と
も
で
き
ま
す
。
心
穏

や
か
に
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
森
林
浴

が
楽
し
め
る
空
間
を
提
供
す
る
と

い
う
内
容
が
全
体
的
な
コ
ン
セ
プ

ト
で
す
。

図
書
館
の
近
く
に
は
赤
レ
ン

ガ
、
塗
装
し
た
板
、
白
い
化
粧
し

っ
く
い
で
彩
ら
れ
た
北
投
温
泉

博
物
館
が
あ
り
ま
す
。
元
々
は

1
9
1
3
年
に
日
本
人
に
よ
っ

て
開
か
れ
た
台
湾
最
初
の
公
共
浴

場
で
、
東
ア
ジ
ア
最
大
の
公
共
温

泉
浴
場
で
す
。
デ
ザ
イ
ン
は
日
本

の
伊
豆
山
温
泉
を
参
考
と
し
て
い

て
、
屋
内
に
は
ロ
マ
ネ
ス
ク
様
式

の
プ
ー
ル
と
柱
、
畳
敷
き
の
大
き

な
休
憩
室
が
あ
る
他
、
数
多
く
の

工
芸
品
や
北
投
の
歴
史
に
関
す
る

展
示
も
あ
り
ま
す
。

天
狗
庵
は
台
湾
最
初
の
温
泉

旅
館
で
、
大
阪
の
事
業
者
に
よ
り

1
8
9
6
年
に
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
こ
は
、
北
投
が
温
泉
リ
ゾ

ー
ト
地
と
し
て
栄
え
た
原
点
で
、

日
本
統
治
時
代
に
は
湯
治
目
的
で

病
院
も
建
て
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

第
二
次
世
界
大
戦
中
に
は
数
多
く

の
兵
士
が
こ
の
病
院
に
送
ら
れ
て

い
た
こ
と
か
ら
、
戦
後
す
ぐ
に
軍

人
家
族
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
形
成

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
は
天
狗
庵
か
ら
10
分
ほ
ど
の
一

帯
に
定
着
し
、
現
在
の
「
中
心
新

村
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
村

は
1
9
4
9
年
か
ら
現
在
ま
で
良

好
な
状
態
で
保
存
さ
れ
て
い
る
の

で
、
当
時
の
軍
人
家
族
の
生
活
な

ど
が
垣
間
見
れ
ま
す
。

100 年以上の歴史を持つ北投温泉博物館は日本人によって建
設されましたが、赤レンガを使用したビクトリア式の建築様
式が採用されています。（写真 /北投温泉博物館）

06. 

北投温泉博物館の中に残る大浴場はかつてアジア最大の公共
浴場と呼ばれていました。（写真 /北投温泉博物館）

07.

軍用に建てられた病院の近くにある中心新村は、1949 年か
ら完璧な状態で保管されている数少ない眷村の一つです。

08.

07

08

06
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大
稲
埕

地
方
産
業
と
貿
易

大
稲
埕(
ダ
ー
ダ
オ
チ
ェ
ン)

は
、
有
形
遺
産
が
最
も
多
く
存
在

す
る
地
域
で
す
。
大
同
区
の
淡
水

河
に
沿
っ
て
広
が
る
こ
の
地
域

は
、
中
心
地
の
迪
化
街
付
近
に
歴

史
的
建
造
物
が
数
多
く
並
ん
で
い

ま
す
。

19
世
紀
後
半
か
ら
20
世
紀
半

ば
に
か
け
て
、
大
稲
埕
は
台
北
盆

地
の
商
業
の
中
心
地
で
し
た
。

1
8
5
3
年
、
台
北
の
最
も
古

い
集
落
で
あ
る
艋
舺
で
起
き
た
紛

争
を
避
け
る
た
め
に
、
漢
人
が
大

稲
埕
に
移
住
し
ま
し
た
。
淡
水
港

が
開
港
し
た
後
は
、
西
洋
の
貿

易
会
社
の
進
出
が
進
み
、
大
稲

埕
は
乾
物(

地
域
特
産
品
「
南
北

貨
」)

、
茶
、
漢
方
薬
、
織
物
な

ど
各
産
業
の
貿
易
拠
点
と
な
り
ま

し
た
。
数
多
く
の
中
国
人
商
人
に

よ
っ
て
西
洋
風
の
建
築
が
模
倣
さ

れ
、
さ
ら
に
1
8
9
5
年
に
日

本
が
台
湾
を
統
治
す
る
と
、
ネ
オ

バ
ロ
ッ
ク
様
式
な
ど
の
西
洋
様
式

が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
大
稲

埕
は
西
洋
文
化
の
玄
関
口
と
し
て

有
名
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
の
迪
化
街(

デ
ィ
ー
ホ
ァ

ジ
エ)

に
は
、
玄
関
が
ネ
オ
バ
ロ

ッ
ク
様
式
で
造
ら
れ
た
建
物
が
多

く
見
ら
れ
ま
す
が
、
こ
の
様
式
は

大
正
時
代
に
人
気
で
し
た
。
注
意

し
て
見
る
と
、
入
口
の
上
に
は
元

の
店
名
が
彫
ら
れ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。
ま
た
、
建
物
が
密

集
し
て
並
ん
で
い
た
こ
と
か
ら
、

移
動
手
段
が
ほ
ぼ
徒
歩
だ
け
の
当

時
で
も
、
複
数
の
お
店
を
回
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
土
地
に

根
を
張
っ
た
人
た
ち
は
、
通
り
沿

い
で
商
売
を
営
み
、
裏
側
を
住
居

と
し
て
生
活
し
て
い
ま
し
た
。
迪

化
街
は
台
北
で
最
も
古
い
商
店
街

で
あ
り
、
ま
た
地
域
の
中
心
で
も

あ
る
こ
と
か
ら
老
舗
の
店
や
文
化

創
造
を
行
う
新
し
い
お
店
が
数
多

く
あ
り
ま
す
。
大
稲
埕
で
は
古
い

建
物
の
大
半
が
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

に
よ
っ
て
バ
ー
や
カ
フ
ェ
、
お
し

ゃ
れ
な
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
に
変
化

し
て
い
る
の
で
、
観
光
客
に
は
非

常
に
魅
力
的
な
街
で
す
。

大
稲
埕
の
発
展
は
、
お
茶
産

業
に
よ
っ
て
成
さ
れ
た
と
言
っ
て

も
過
言
で
は
な
く
、
か
つ
て
は
茶

の
加
工
工
場
と
裕
福
な
商
人
の
西

洋
風
邸
宅
が
立
ち
並
ん
で
い
ま
し

た
。
生
の
茶
葉
が
台
北
盆
地
の
丘

か
ら
運
ば
れ
、
こ
の
地
を
経
由
し

て
加
工
品
が
世
界
中
に
出
荷
さ
れ

ま
し
た
。 

09



9

現
在
は
こ
の
よ
う
な
工
場
は

な
く
、
か
つ
て
の
お
茶
屋
の
多
く

が
、
台
湾
の
茶
文
化
を
紹
介
す
る

「
生
き
た
博
物
館
」
と
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
ひ
と
つ
に
「
新
芳

春
茶
行(

シ
ン
フ
ァ
ン
チ
ュ
ン
チ

ャ
ー
ハ
ン)

」
が
あ
り
、
開
業
は

1
9
3
4
年
、
玄
関
が
ネ
オ
バ

ロ
ッ
ク
様
式
で
造
ら
れ
た
3
階
建

て
の
建
物
で
す
。
現
在
で
は
、
店

舗
、
博
物
館
、
文
化
教
育
セ
ン
タ

ー
と
様
々
な
用
途
で
利
用
さ
れ
て

い
る
の
で
、
台
湾
の
お
茶
貿
易
に

つ
い
て
学
ぶ
、
お
茶
を
買
う
、
茶

葉
の
加
工
室
や
特
別
展
の
見
学
な

ど
様
々
な
体
験
を
し
て
み
ま
し
ょ

う
。他

に
も
漢
方
薬
の
問
屋
や
小

売
店
も
2
0
0
軒
ほ
ど
あ
り
ま

す
が
、
そ
の
多
く
は
台
北
市
の
店

舗
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し

て
、
店
舗
の
正
面
や
内
装
に
装
飾

を
施
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
数
十

年
、
台
湾
の
人
々
は
伝
統
的
な
漢

方
薬
よ
り
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
よ
る
健

康
維
持
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
大

稲
埕
の
老
舗
店
は
漢
方
薬
が
入
っ

た
テ
ィ
ー
バ
ッ
グ
を
小
分
け
に
し

て
販
売
す
る
な
ど
魅
力
的
な
商
品

を
販
売
し
て
、
漢
方
を
再
び
普
及

さ
せ
る
試
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

迪化街を歩くと、大稻埕が台北の様々な産業を生み出した地域であることがわかります。09.

新芳春茶行は大稻埕にある老舗の茶館で、内部には一般向けのお茶に関する展示が行われています。10.

大稻埕にはオープンデザインの漢方のお店が多々有り、一般的なお店と違って自由に店内を見て回ったり、商品が選べるようになっています。11.

南北貨は大稻埕の四大産業の一つで、現在もお店が多く点在する迪化街には様々な種類の南北雑貨が販売されています。13.

現在の大稻埕では歴史ある建物を利用し、手作りの商品などを販売するお店が多くあり、全く新しいレトロな雰囲気を作り出しています。12.

1011
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10

14

15

16
伝
統
的
な
日
常
生
活
に
は
欠
か
せ

な
い
存
在
で
あ
り
、
薬
草
の
お
店

は
医
療
上
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て

く
れ
る
場
所
と
し
て
信
頼
を
集
め

て
き
ま
し
た
。

こ
の
寺
院
か
ら
徒
歩
5
分
の

場
所
に
、
剝
皮
寮(

ボ
ー
ピ
ー
リ

ャ
オ)

と
い
う
歴
史
的
な
エ
リ

ア
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
は
清
朝

（
1
6
3
6
年
～
1
9
1
2
年
）

の
町
並
み
が
残
っ
て
い
て
、
伝
統

艋
舺

地
元
に
住
む
人
々
の

生
活台

北
で
最
も
古
い
集
落
で
あ

る
艋
舺/

万
華(

モ
ン
ジ
ャ
ー/

ワ
ン
ホ
ァ)

は
、
1
7
0
0
年

代
前
半
に
形
成
さ
れ
ま
し
た
。
艋

舺
は
新
店
渓(

シ
ン
デ
ィ
エ
ン
シ

ー)

、
大
漢
渓(

ダ
ー
ハ
ン
シ
ー)

と
い
う
2
つ
の
川
が
合
流
し
、
淡

水
河
へ
と
変
わ
る
境
目
に
位
置
す

る
こ
と
か
ら
、
か
つ
て
は
台
北
盆

地
の
貿
易
拠
点
と
し
て
栄
え
ま
し

た
。物

資
が
河
を
経
由
し
て
沿
岸

部
の
淡
水
港
へ
と
運
ば
れ
、
そ
こ

で
大
型
の
船
に
積
み
替
え
ら
れ
て

さ
ら
に
遠
方
へ
と
送
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
そ
の
後
、
艋
舺
の
港
が
浅

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
な
ど
を

理
由
に
商
業
の
中
心
地
は
大
稲
埕

へ
と
移
り
、
艋
舺
は
長
く
停
滞
の

時
期
に
入
り
ま
す
。
そ
こ
か
ら
抜

け
出
し
た
の
は
、
地
元
の
人
々
が

昔
か
ら
の
伝
統
文
化
に
誇
り
を
持

っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
以
降

は
台
北
の
宗
教
文
化
や
食
の
伝
統

に
触
れ
ら
れ
る
場
所
と
し
て
有
名

に
な
り
ま
し
た
。

艋
舺
龍
山
寺
は
こ
の
地
域
の

象
徴
で
あ
り
、
歴
史
に
お
い
て
も

こ
の
上
な
く
重
要
な
場
所
で
す
。

ま
た
、
台
北
で
最
も
来
訪
者
数
の

多
い
寺
院
で
も
あ
り
、
中
国
式
寺

院
建
築
と
し
て
も
世
界
最
高
水
準

で
す
。
こ
の
寺
院
の
東
側
に
は
、

「
青
草
巷
（
西
昌
街
2
2
4

巷
）
」
が
あ
り
、
短
く
狭
い
路
地

の
中
に
強
壮
剤
や
軟
膏
、
薬
用
食

品
に
使
用
さ
れ
る
伝
統
的
な
薬
草

の
販
売
店
が
立
ち
並
ん
で
い
ま

す
。
薬
草
は
古
く
か
ら
病
気
の
予

防
や
治
療
に
用
い
ら
れ
る
な
ど
、

龍山寺は艋舺地区の宗教信仰の中心で、地元の人たちにとっての安らぎの場でも
あります。(写真 /Richie Chan)

14.

艋舺青山王祭典は、萬華に住む人たちにとって最も重要な宗教イベントです。 
( 写真 / 艋舺青山宮 )

18.

隠れるようにひっそりと佇む小さな路地の青草巷には、青草茶や伝統的な漢方薬
を販売するお店が集まっています。

15. - 16.

現地の人たちについていくとローカルな排骨スープ、ルーロウファンなどが楽し
めます。

19. 

歴史のある地区の剝皮寮には、清朝時代の町並みが今も残り続けています。17.
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17

18

19

的
な
レ
ン
ガ
造
り
の
家
屋
が
2
列

に
並
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
建

物
は
2
階
建
て
で
、
1
階
に
は
ア

ー
ケ
ー
ド
が
あ
る
な
ど
、
清
朝
時

代
と
日
本
統
治
時
代
に
は
非
常
に

重
要
な
商
業
地
域
で
し
た
。
現
在

で
は
地
域
の
教
育
を
目
的
と
し
た

展
示
場
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま

す
。 龍

山
寺
の
西
側
に
あ
る
西
園

路
一
段
は
「
仏
具
街
」
と
し
て
知

ら
れ
、
寺
院
、
神
社
、
家
庭
で
使

う
礼
拝
用
の
像
や
道
具
を
販
売
す

る
お
店
が
立
ち
並
ぶ
他
、
珍
し
い

土
産
物
を
求
め
て
海
外
か
ら
の
観

光
客
が
多
く
訪
れ
る
場
所
で
も
あ

り
ま
す
。
家
庭
や
家
族
、
地
域
の

守
護
を
祈
る
こ
と
は
、
現
地
に
住

む
人
た
ち
の
日
常
生
活
に
は
欠
か

せ
な
い
要
素
で
あ
り
、
信
仰
に
よ

っ
て
安
心
を
得
て
い
ま
す
。

1
8
5
6
年
に
建
て
ら
れ
た

艋
舺
青
山
宮
は
、
美
し
い
彫
刻
の

施
さ
れ
た
梁
や
壁
画
が
有
名
な
寺

院
で
、
こ
こ
で
は
艋
舺
最
大
の
行

事
で
あ
る
「
青
山
王
祭
典
」
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
3
日
間
続
く
こ
の

祭
典
に
は
神
々
を
乗
せ
た
神
輿
と

そ
れ
に
続
い
て
人
々
が
街
を
練
り

歩
く
な
ど
地
域
総
出
で
参
加
し
ま

す
。こ

の
他
に
も
、
伝
統
的
な
食

文
化
が
艋
舺
最
大
の
夜
市
で
あ
る

「
華
西
街
観
光
夜
市
」
に
数
多
く

残
さ
れ
て
い
ま
す
。
中
国
で
は
信

者
が
絶
え
間
な
く
訪
れ
る
寺
院
の

周
囲
に
市
場
が
で
き
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
こ
の
夜
市
は
多
く

の
参
拝
客
で
賑
わ
う
龍
山
寺
の
す

ぐ
西
に
あ
り
ま
す
。
行
列
が
で
き

る
お
店
も
多
く
、
排
骨
ス
ー
プ
や

紅
焼
肉
と
い
う
豚
肉
を
揚
げ
た
料

理
、
イ
カ
の
入
っ
た
と
ろ
み
ス
ー

プ
の
花
枝
羹
な
ど
が
人
気
で
す
。
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城
北
廊
帯

文
化
と
芸
術

城
北
廊
帯
は
日
本
統
治
時
代

に
形
成
さ
れ
、
日
本
人
の
役
人
の

住
居
が
数
多
く
建
て
ら
れ
ま
し

た
。
現
在
で
は
、M

RT
双
連
駅

か
らM

RT

中
山
駅
に
か
け
て
心

中
山
線
形(

シ
ン
ジ
ョ
ン
シ
ャ
ン

シ
エ
ン
シ
ン)

公
園
が
南
北
に
伸

び
て
い
ま
す
。
こ
の
細
長
い
エ
リ

ア
は
、
か
つ
て
鉄
道
の
線
路
が
敷

か
れ
て
い
た
場
所
で
、
現
在
は
文

化
芸
術
に
関
す
る
特
別
展
や
フ
リ

ー
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
た
ち
に
よ
る
作

品
フ
ェ
ア
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、

週
末
に
は
フ
ー
ド
ト
ラ
ッ
ク
も

並
び
ま
す
。
公
園
の
地
下
に
は

長
い
書
店
街
「Eslite 

79
（
誠
品

R
79
）
」
が
あ
り
、
デ
ザ
イ
ン

関
連
の
書
籍
が
城
北
廊
帯
に
芸
術

的
な
彩
り
を
添
え
て
い
ま
す
。

か
つ
て
の
城
北
廊
帯
は
伝
統

を
伝
え
る
場
所
と
し
て
、
日
本
統

治
時
代
の
建
造
物
を
拠
点
と
す
る

台
北
当
代
芸
術
館
（M

OCA

）
と

蔡
瑞
月(

ツ
ァ
イ
ル
イ
ユ
エ)

舞

踏
研
究
社
が
大
き
な
役
割
を
果
た

し
て
い
ま
し
た
。
現
在
で
は
こ
の

一
帯
に
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
お
店

や
書
店
が
増
え
て
い
ま
す
。

台
北
当
代
芸
術
館
は
2
階
建

て
の
赤
レ
ン
ガ
造
り
の
建
物
で
、

元
々
は
1
9
1
9
年
に
日
本
人

児
童
の
た
め
に
建
て
ら
れ
た
小
学

校
で
し
た
。
こ
の
建
築
は
ヴ
ィ
ク

本
統
治
時
代
の
役
人
寮
で
あ
っ
た

建
物
を
利
用
し
て
い
ま
し
た
。
こ

の
建
物
は
木
造
の
2
棟
建
て
で
、

よ
く
手
入
れ
さ
れ
た
芝
生
と
緑
地

の
中
央
に
あ
り
、
後
に
「
台
湾

の
現
代
舞
踊
の
母
」
と
呼
ば
れ
る

蔡
瑞
月
が
自
宅
、
教
室
、
ス
タ
ジ

オ
と
し
て
利
用
し
ま
し
た
。
現
在

は
、
一
部
が
お
し
ゃ
れ
な
オ
ー
プ

ン
テ
ラ
ス
付
き
の
カ
フ
ェ
へ
と
姿

を
変
え
て
い
ま
す
。

付
近
に
は
、
か
つ
て
在
中
華

ト
リ
ア
様
式
と
エ
ド
ワ
ー
ド
様
式

を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
で
、
屋
根

の
中
央
に
は
鐘
楼
が
あ
り
、
見
た

目
も
非
常
に
美
し
い
名
所
と
な
っ

て
い
ま
す
。
後
に
改
築
さ
れ
、
台

湾
初
の
現
代
美
術
専
門
美
術
館
と

し
て
2
0
0
1
年
に
開
館
し
ま

し
た
。
こ
の
美
術
館
で
は
美
術
、

デ
ザ
イ
ン
、
建
築
の
さ
ま
ざ
ま
な

テ
ー
マ
を
扱
っ
て
い
ま
す
が
、
常

設
展
示
は
あ
り
ま
せ
ん
。

蔡
瑞
月
舞
踏
研
究
社
は
、
日

鉄道はすでに撤去されましたが、心中山線形公園はかつてレールのあった細長い
外観が残り、緑あふれる新たな憩いの場が設置されました。

20.

光点台北はかつてアメリカの大使が駐在していた住宅で、現在は映画ファンたち
が集まるスポットとなっています。

22. 

台北当代芸術館の赤レンガは 1919 年から今に至るまで残り続けていて、レトロ
な雰囲気と館内にある現代的な展示が強烈な対比を生んでいます。( 写真 / 台北
当代芸術館）

21.

20

21
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かつて日本統治時代には役人寮だったこの建物は、現代舞踊で知られる蔡
瑞月舞踏研究社へと姿を変えました。

23.

赤峰街は、数多くのおしゃれカフェが外観を塗装することで芸術的な雰囲
気を作り出しています。

24.

22

24

23

民
国
ア
メ
リ
カ
大
使
官
邸
と
し
て

使
わ
れ
、
リ
チ
ャ
ー
ド‧

ニ
ク

ソ
ン
が
副
大
統
領
時
代
に
滞
在
し

て
い
た
こ
と
で
有
名
な
「
台
北
之

家
」
が
あ
り
ま
す
。
戦
前
の
美
し

い
ア
メ
リ
カ
様
式
で
彩
ら
れ
た
こ

の
白
い
外
装
の
邸
宅
は
映
画
館
と

し
て
利
用
さ
れ
て
い
て
、
ク
リ
エ

イ
テ
ィ
ブ
な
交
流
が
で
き
る
場
所

で
も
あ
り
ま
す
。
か
つ
て
の
車
庫

を
88
席
の
ア
ー
ト
シ
ア
タ
ー
と
し

て
い
る
他
、
併
設
さ
れ
て
い
る

「Café Lum
ière

」（
珈
琲
時
光
）

や
バ
ー
「Le Ballon Rouge

」

（
紅
気
球
）
で
は
、
有
名
な
映
画

に
ち
な
ん
で
名
付
け
ら
れ
た
飲
み

物
が
楽
し
め
ま
す
。
ま
た
、
ブ

テ
ィ
ッ
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
「SPOT 
Design

」
（
光
点
生
活
）
で
は
、

ハ
ン
ド
メ
イ
ド
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ

ッ
ズ
や
、
世
界
中
か
ら
取
り
寄
せ

た
最
高
の
デ
ザ
イ
ン
グ
ッ
ズ
な
ど

が
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

活
気
あ
ふ
れ
る
場
所
が
好
き

な
人
に
は
、
か
つ
て
「
打
鉄
街
」

と
呼
ば
れ
た
赤
峰
街(

ツ
ー
フ
ォ

ン
ジ
エ)

が
お
す
す
め
で
す
。
色

鮮
や
か
な
グ
ラ
フ
ィ
テ
ィ
ア
ー
ト

や
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
ア
ー
ト

が
路
地
に
彩
り
を
添
え
て
い
る
場

所
で
、
若
い
起
業
家
の
グ
ル
ー
プ

が
、
古
い
商
業
施
設
に
拠
点
を
構

え
、
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
な
書
店
、

カ
フ
ェ
、
ベ
ー
カ
リ
ー
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ブ
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま

す
。
ま
た
。
お
し
ゃ
れ
で
新
し
い

精
神
以
外
に
も
、
伝
統
的
な
建
築

美
も
積
極
的
に
活
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
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25

26

27

城
南
台
大

知
識
と
教
育

「
城
南
台
大
」
と
は
、
国
立
台

湾
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
と
、
そ
の

南
、
南
西
、
西
の
一
帯
を
指
し
ま

す
。
そ
の
中
心
は
台
湾
の
各
民
族

が
散
ら
ば
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が

形
成
さ
れ
た
羅
斯
福
路
、
汀
州

路
、
温
州
街
例
で
す
。
台
湾
は
時

代
と
共
に
異
な
る
民
族
の
集
落
や

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
融
合
し
て
き
ま

し
た
が
、
こ
の
地
域
は
そ
の
例
の

1
つ
で
す
。

ま
た
、
こ
の
地
域
は
日
本
統
治

時
代
の
都
市
の
近
代
化
の
実
例
と

も
言
え
る
場
所
で
あ
り
、
高
等
教

育
施
設
を
中
心
と
し
て
構
成
さ
れ

た
、
モ
デ
ル
教
育
や
学
生
教
育
の

拠
点
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た

背
景
か
ら
城
南
台
大
は
高
度
な
文

化
遺
産
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

国
立
台
湾
大
学
と
国
立
台
湾

師
範
大
学
は
、
台
湾
で
も
最
高
水

準
の
高
等
教
育
機
関
の
ひ
と
つ
で

す
。
両
校
は
日
本
人
に
よ
っ
て
設

立
さ
れ
、
そ
の
後
は
後
に
台
湾
の

リ
ー
ダ
ー
と
な
る
人
材
を
多
数
輩

出
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
台
湾

の
民
主
化
運
動
に
お
け
る
抗
議
活

動
な
ど
中
心
に
は
、
常
に
両
校
の

卒
業
生
た
ち
が
い
ま
し
た
。

城
南
台
大
は
高
等
教
育
の
た

め
の
小
規
模
な
エ
リ
ア
で
す
が
、

知
識
と
教
育
に
力
を
入
れ
て
い
る

こ
と
も
あ
り
、
書
店
や
学
生
向
け

カ
フ
ェ
、
図
書
閲
覧
室
の
数
が
極

め
て
多
い
で
す
。
「
公
館
商
圏
」

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン

デ
ン
ト
書
店
が
立
ち
並
ぶ
魅
力
的

な
一
画
で
、
代
表
例
に
イ
ン
デ
ィ

ペ
ン
デ
ン
ト
書
店
、
イ
ン
デ
ィ
ー

系
の
レ
コ
ー
ド
シ
ョ
ッ
プ
、
カ
フ

ェ
を
運
営
す
る
「Kafka by the 

Sea

」(

海
辺
的
卡
夫
卡)

が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
他
に
も
芸
術
系
の

長年に渡り城南エリアに存在し、様々な知識を人々に
提供してきました。

25.

日本式建築で建てられた紀州庵文学森林は、多くの文
学愛好者たちが執筆をしたり、のんびりとコーヒーを
楽しむ場所となっています。

26. - 27.

伝統的な客家農村の水車は、客家文化センターの屋外
公園で見ることができます。

28.

城南の眷村を改築して作られた宝蔵巌芸術村は、世界
各地のアーティストたちの作品が展示されている場所
です。

29.
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イ
ベ
ン
ト
や
ア
ン
プ
ラ
グ
ド
の
ラ

イ
ブ
、
展
覧
会
が
定
期
的
に
開
催

さ
れ
て
い
る
場
所
で
す
。
ま
た
、

公
館
商
圏
か
ら
ほ
ど
近
い
牯
嶺
街

は
古
本
屋
街
で
、
文
学
愛
好
家
が

読
書
や
執
筆
、
コ
ー
ヒ
ー
を
楽
し

む
た
め
に
訪
れ
る
静
か
な
ス
ポ
ッ

ト
「
紀
州
庵(

ジ
ー
ジ
ョ
ウ
ア
ン)

文
学
森
林
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

お
店
は
、
日
本
統
治
時
代
に
料
亭

と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
和
風
木
造

建
築
が
並
ぶ
エ
リ
ア
の
中
央
に
あ

り
ま
す
。

28

29

城
南
地
域
へ
入
植
し
て
き
た
人

た
ち
の
中
に
は
、
客
家
（
ハ
ッ
カ
）

の
一
団
も
い
ま
し
た
。
客
家
は
漢

民
族
か
ら
分
か
れ
た
民
族
で
、
台

湾
で
は
2
番
目
に
多
い
民
族
で

す
。
客
家
は
質
素
倹
約
、
強
固
で

深
い
家
族
の
結
束
、
誠
実
さ
を
基

本
と
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
感
覚
が
特

徴
で
、
独
自
の
言
語
や
習
慣
を
も

ち
、
宗
教
、
音
楽
、
食
べ
物
、
建

築
様
式
な
ど
に
お
い
て
独
自
の
文

化
を
築
き
上
げ
て
き
ま
し
た
。
城

南
台
大
に
は
広
大
な
「
台
北
市
客

家
文
化
主
題
公
園
」
が
あ
り
、
客

家
の
村
に
あ
っ
た
伝
統
的
な
水
車

が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
他
に
、
台
湾
に
は
か
つ
て

お
よ
そ
9
0
0
の
「
眷
村
」
が

あ
り
ま
し
た
。
シ
ン
プ
ル
な
セ
メ

ン
ト
造
り
の
建
物
が
集
ま
っ
た
集

落
で
、
そ
の
多
く
は
都
市
の
中
央

に
あ
り
、
1
9
4
0
年
代
に
国

民
党
が
中
国
本
土
か
ら
台
湾
に
移

転
し
た
際
に
軍
人
の
家
族
が
移
り

住
み
ま
し
た
。
「
宝
蔵
巌
」
は
新

店
渓
を
見
下
ろ
す
丘
の
上
に
広

が
る
、
簡
素
な
造
り
の
建
物
が
並

ぶ
村
で
し
た
が
、
今
で
は
自
由
な

空
気
に
満
ち
た
「
宝
蔵
巌
国
際
芸

術
村
」
へ
と
姿
を
変
え
、
数
多
く

の
パ
ブ
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
、
ア
ー
ト

ス
タ
ジ
オ
、
展
示
ス
ペ
ー
ス
が
並

ん
で
い
ま
す
。
地
域
の
中
心
部
に

は
ま
だ
住
民
が
暮
ら
し
て
い
ま
す

が
、
芸
術
村
は
こ
の
地
域
社
会
の

活
性
化
を
促
す
役
割
も
果
た
し
て

い
ま
す
。

今
回
紹
介
し
た
5
つ
の
地
域

は
ど
れ
も
個
性
的
で
、
文
化
や
歴

史
な
ど
を
探
求
す
る
の
に
非
常
に

適
し
た
場
所
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
こ
の
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
T



体験と活動 TAIPEI  秋季  2020

16

台北の歩み：台北探索館
文 / Jamie R. Wood　編集 / 下山敬之　写真 /Samil Kuo, 台北市観光伝播局

行政都市としての設立 100 周年を迎えた台北市は、常にその景観を変化させることで人々を驚かせてい
ます。信義区にあるショッピング街のネオンは、若い世代の生活を明るく照らしていますが、大稲埕埠頭
の歴史的建築物のヴィンテージな窓から差し込む自然光も、1920 年代以来変わらない魅力を放っていま
す。 

台北の歴史に興味がある方には台北市政府内にある台北探索館がおすすめです。ぜひ、この機会に台北
の歩みを知る旅にでかけましょう。

01

02

台北探索館は、展示ホールがある 4 階建ての博物館です。各展示ホールは、さまざまなテーマごとに分かれています。

台北探索館の展示ホール

⓵⓶⓷⓸階段

館内 1 階にあるこのホールは、幅 9 メートルの壁面スクリー
ンに台北の四季折々の昼と夜を紹介する動画が映し出され、来
館者の注目を集めています。 

台北印象ホール
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⓵⓶⓷⓸階段

03

04

2 階の特別展示ホールでは、四季折々の
見どころを紹介する展示や、アート、歴史、
文化、グルメなどのテーマ別の展示が頻繁
に行われています。現在は、12 月 31 日ま
で「Fumeancats Meets Taipei in 1920」 が
開 催 さ れ て い ま す。 黄 阿 瑪 (Fumeancats)
は台湾で大人気の猫ですが、可愛い猫と一
緒に 1 世紀前の台北の人々の暮らしぶりを
見ていきましょう。

特別展示ホール

2020 年は、台北市設立 100 周年ということで、台北探索館にて台北市政府による特別展示が開催されています。
インフルエンサーの黄阿瑪をイベントアンバサダーに迎えたこの展示は、見る者を激動の 1920 年代へと誘います。
この時代の台北には、まだ多くの水田や農家が存在し、人々がスーツやコーヒー、車といった西洋文化の一側面に
ようやく触れるようになった時代です。文明が開化し、普及するにつれて、博物館や学校が次々と建造されていき
ました。 

黄阿瑪が学生や医師、ビジネスマンへと姿を変え、成長と文化の普及を迎えた当時の台北の人たちの日常生活
を紹介します。学校に通う子供から、医療室で診察を受ける学生りまで、モノクロ写真と長期にわたって保管され
てきた文書に、かつての日々が鮮明に記録されています。1920 年代と現在の台北の対照的な風景を映し出すタッ
チスクリーンも用意されているので、100 年にわたる台北の移り変わりがつぶさに見て取れます。

Fumeancats Meets Taipei in 1920
特別展示	

「Fumeancats Meets Taipei in 1920」 の 展
示エリアでは当時の町並みが再現されてい
ます。

03. 

一昔前の洋服店を振り返る特別展示を話題
沸騰のネコ・Fumeancats（左）と台北市
のマスコット熊讚 Bravo（右）がご案内し
ます。（写真 /台北市観光伝播局）

04.

「都市物語」エリアでは清朝時代に造られた
5つの門のレプリカが再現されています。

01.

台北探索館の入り口は台北市政府の 1 階に
あり、ホールにある巨大スクリーンの映像
が来館者たちを出迎えてくれます。（写真 /
台北市観光伝播局）

02.
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⓵⓶⓷⓸階段

3 階の市内探索ホールは、5 つのエリアに分かれていて、各エリアには、さまざまな
角度から切り取られた台北の現在の街の様子が展示されています。中でも注目すべきな
のは、食文化、ショッピング街、MRT システムの紹介とフロアに投影されたボードゲー
ムを組み合わせた「躍動感あふれる街 - ゆったりとした旅」というエリアです。台北に
ついて楽しく学んだり、台北に現存する最古の地区の日常的な暮らしが垣間見れます。
また、「台北の街並み」エリアは一歩足を踏み入れると、ひと際目立つ気球に目を奪わ
れます。気球内に立つと、市内の景色が巨大スクリーンに映し出されます。「新ウエス
トサイドストーリー」エリアは、台北市の西部を簡単に紹介しています。他にも 1960
年代の台北の街並みや、公園、台北盆地を囲む山並みなど、台北の緑あふれる風景が見
られる展示もあります。

市内探索ホール

06

05

07

ミニチュアの廟の前にはおみくじがありますの
で、棒を引いて運試しをしてみてください。

07. 

「台北の街並み」エリアにある熱気球では、目の前
のモニターを通じて台北の景観を楽しむことがで
きます。

05. 

館内には地上に台北 MRT の地図やグルメマップが
表示されるなどの体験型の展示が多数用意されて
います。

06. 

「Yeah! Taipei」ではディスカバリーシアターで上
映されている新作ショートフィルムが、360 度の
モニターで楽しめるようになっています。

08. 

信義区市府路 1 号
9：00 ～ 17：00 ( 月曜定休 )

/ / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / /

discovery.gov.taipei/en/
観覧無料

台北探索館
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08

⓵⓶⓷⓸階段

4 階には時空というテーマのホールがあり、タイムトラベル体験をしながら台北 100 年の移り変わりを見ていくことが
できます。まず、「台北旧市街」で、中国大陸から漢人が入植する以前、台湾の先住民族が暮らしていた 300 年前の時
代までさかのぼります。清朝統治時代に建設された 5 つの門が、「都市物語」の中で模型として再現されています。「淡
水河」では、この河がサトウキビ畑の水源であり、台湾茶産業と樟脳産業の繁栄を支えてきたことがわかります。「街
の側面」には、オランダ人、中国の漢人、日本人たちの遺物が融合して生まれた台北の多様性が凝縮されています。

時空ホール

ディスカバリーシアターは、360 度の全方位スクリーンを
備えた 660 平方メートルの巨大シアターです。また、動画に
合わせて座席が回転することで、新たなビジュアル体験を提
供します。 映像はすべて台北の過去と現在のストーリーを題
材とした内容です。入場料は無料です。

9：30 、10：00 、10：30 、11：00 、14：00  
14：30 、15：00 、15：30 ( 火曜 － 日曜 )

/ / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / /

上映時間

台北の今昔を学ぶこと以外に、昼夜探索をしてみるのも、首都の側面を知る上では重要です。龍山寺を訪れて
スピリチュアルな側面をのぞいたり、永康街で小籠包を食べるなど、昼間の台北はワクワク感満載です。夜の台
北については、ぜひディスカバリーシアターで上演中の新作ショートフィルム『Yeah! Taipei』をご覧ください。 

実際に台北の夜を体験するなら、2 階建ての観光バスに乗ってナイトツアーに出発しましょう。快適なバスに
乗りながら、街の魅力や喧騒が味わえます。特におすすめなのは、地元で人気のレジャーであるエビ釣りを体験
とナイトマーケット巡りです。友人やご家族と釣りを楽しんだら、定番メニューの台湾ソーセージからタピオカ
ミルクティーまで、安くて美味しい屋台グルメを堪能しましょう。ディスカバリーシアターで上演中の『Yeah! 
Taipei』では、文化、宗教、アートにまつわる季節ごとのナイトイベントと共に、台北の夜をあらゆる視点から
紹介しています。

Yeah! Taipei

T

特別展示	

ディスカバリーシアター
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テクノロジーは私たちの生活に大きな進歩をも
たらしましたが、音楽業界も同様にデジタル化に
よってカセットテープから CD、MP3 やストリー
ミング配信へと楽しみ方が変化していきました。
ほんの数十年前まで、音楽のコレクションは収納
棚の空きスペースを考慮しなければいけませんで
したが、現在ではスペースに関係なく一生かけて
も聴ききれないほどの楽曲にアクセスできます。 

台北もこうした音楽革命の影響からは逃れられ
ず、デジタル化の一途をたどっていますが、中に
は音質への不満やストリーミングというシステム
によってアーティストに楽曲の使用料が支払われ
ないといった問題から、従来の楽しみ方を好む人
もいます。そういった人たちはお目当ての曲を求

デジタル時代のアナログサウンド：
ロマン溢れるレコード専門店
文 / Nathan Ray　編集 / 下山敬之　写真 /Samil Kuo

めてレコード店を巡りますし、レコードこそが真
の音楽愛好者の楽しめる唯一にして最高の媒体で
あり、レコードから流れる温かみのあるサウンド
こそがリアルな音だと信じています。

ストリーミング時代となった今でも変わらず
に、こうしたアナログサウンドを守り続けようと
レコードにこだわり続けるお店がいくつか存在し
ます。今季の TAIPEI では、市高品質なサウンド
にこだわる 5 軒のローカルなお店を紹介していき
ます。

テクノロジーの進歩によって音楽産業は現在のように発展し
ましたが、台北にはレコードを保存しているお店が数多くあ
ります。

01. 

01
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1976 年に開店したこのお店は、活気あふれ
る商業地区の西門町にあります。 

専門性と多様性に富んだお店で、あらゆる
スタイルの音楽を幅広く取り揃えています。
40 年以上も前から西洋、日本、韓国など海
外の音楽を輸入していた数少ないレコード店
で、来店するお客さんも年齢層が比較的高い
人たちが多いです。クラシック音楽から、台
湾の懐かしいキャンパスフォーク、1970 年代
のロックから最新のジャスティン・ビーバー
まで、各時代を席巻した音楽を扱っています。
また、スタッフも親切なので、欲しい楽曲が
見つからなければ一緒に探してくれます。 

万華区中華路一段 110 号 2 階（中華店 )
10：30 ～ 22：30

/ / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / /

ジャージャーチャンピエン

佳佳唱片𝟙

このお店は MRT 公館駅と台電大楼駅の中間に
あり、メタルやハードロックを中心とした中古
レコードを幅広く取り揃えています。 

豊富な品揃えからレコードが好きな方には天
国のような場所ですが、商品が探しやすいとは
いえないので、初めて来店した方は戸惑うかも
しれません。ただ、世界中の DJ が愛してやま
ない長年埋もれてきた名盤を「発掘するプロセ
ス」が楽しめる場所です。どうしても欲しいレ
コードが見つからない場合はオーナーに訪ねて
みてください。両ひざをつきながら目当ての音
楽を探したいという真の音楽愛好者向けの場所
です。

大安区羅斯福路三段 297-5 号 3 階
12：30 ～ 21：00 ( 月曜 ー 金曜 )
13：30 ～ 22：00 ( 土曜、日曜 )
(毎月の定休日はFacebookページに掲載されます)

/ / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / /

ガーティーフーチャンピエンハン

個体戶唱片行𝟚

佳佳は台湾の音楽だけでな
く、早期から西洋の音楽を取
り入れたお店で、レコードが
好きな人なら一度は足を運ぶ
べき場所です。

02. - 03. 

個体戶は店内で実際にレコードが流せるので、欲
しい楽曲が見つけやすいお店です。

04. - 05. 

02

04

05

03
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人通りの多い道から少し外れた場所にある隠
れ家的なレコード店となっていて、にぎやかな
万華区の中にひっそりと佇んでいます。 

ジャンルはジャズとクラシックが中心で、欲
しいレコードは必ず見つかるといっても過言で
はないほど膨大な量を取り扱っています。オー
ナーはレコードを知り尽くした人物なので、お
すすめの品やレコードプレーヤーの使い方、手
入れ方法を教えてくれます。店内はキレイに整
理整頓されていて、お客さんに靴を脱いで入店
させるほど徹底されています。欲しいものがす
ぐに手に入る時代に、高水準、高品質にこだわ
ったノスタルジックなお店です。

万華区西園路二段 225 巷 10 号
10：00 ～ 20：00 ( 日曜定休 )

/ / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / /

シャオソンチャンピエン

小宋唱片𝟛

店名のとおりクラシック音楽を専門とする
お店で、台北市北部にある MRT 明徳駅近くに
あります。このお店は音楽サロンとなってい
て、著名なクラシック作品を楽しむことがで
きる空間です。オーナーは大変な歴史マニア
で、ヴィンテージ・ミュージックを守ること
に情熱を注いでいます。店内にある音楽作品
も全てデジタル化して保存されていることか
ら一般の CD ショップなどとは一線を画すお
店となっています。他にも音楽が一緒に楽し
めるように不定期でセミナーやワークショッ
プなどを開催しています。ただ、このお店は
常時オープンしているわけではないので、来
店時には事前予約が必要です。

北投区西安街一段 169 号 2 階
* 事前予約番号 : 0975-057-467

/ / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / /

グーディエンユエザン

古殿樂藏𝟜

小宋は商品が整理整頓されているだけでなく、店
内でレコードのクリーニングサービスも行ってい
ます。

06. - 07. 

古殿樂藏は大量のクラシック
のコレクションがあるだけで
なく、クラシックな家具を揃
えることでレトロな雰囲気で
音楽が楽しめる空間を作り上
げています。

08. - 09. 

06

08

09

07
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レ コ ー ド 店、 カ フ ェ、 バ ー が 1 つ に な っ
たお店で、ビールを飲む、レコードを吟味す
る、ラウンジでくつろぐといったことができ
る空間です。また、最新のヒット曲だけでな
く、インディーロックやアフリカンミュージ
ック、エクストリームメタルなどオーナー個
人の趣味が反映されている点も特徴の一つで
す。

音楽が好きな人たちが集まり、お酒を酌み
交わしながら音楽トークに没頭することがで
きる心地よい空間になっていて、音楽の持つ
力と愛情によって新しい出会いが生まれる他
とは少し違った体験のできる場所です。

台北市中山区にあり、MRT 行天宮駅から徒
歩 10 分の距離にあるので、ぜひ足を運んでみ
てください。

中山区興安街 10-2 号
12：00 ～ 21：00  ( 水曜、木曜、日曜 )
14：30 ～ 23：30  ( 金曜、土曜 )

/ / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / /

THT RECORDS𝟝

伝統とは人々を心地よくさせ、一体感があり、帰属感を提供してくれるものです。ただ、時代とともに変わるもので
あり、変わっていく必要があります。音楽も同様で、宗教や人種にしばられることなく、多くの人たちが一体となって
楽しめるものであり、時代とともに流行やスタイルも変化していきます。

時代の流れに逆行して、レコードに注目する人もいますし、それを取り扱うお店は音楽に対する純粋な愛情があるか
らこそ今も残り続けています。ぜひ台北に来た際にはこうしたお店にも立ち寄り、過去の伝統に触れてみてください。T

10

11

12

THT はこじんまりとした中二
階にあり、店内ではレコード
を選ぶだけでなく、椅子に座
ってコーヒーを楽しむことも
できます。

10. - 11. 

レコード店巡りは昔の音楽を
懐かしむだけでなく、過去の
思い出を次の世代に継承する
行為でもあります。

12. 
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台北は世界的に見ても活気あふれる大都市の一つであり、多様な歴史や文化を学ぼうとする人たちが多
く訪れる街でもあります。一見すると現代的な雰囲気に溢れていますが、実は昔ながらの旧市街が今も到
るところに残っています。建物は現代風に改築されていますが、どのエリアも台北の古き良き時代を今に
伝えている趣のあるスポットです。

ここでは、時間が止まったかのように現存している台北の旧市街を 3 つ紹介していきます。日本統治時
代、国民政府移転時代、アメリカの戦後政策時代という台湾の大きな分岐点に関係する場所なので、ぜひ
これらのスポットで台北の歴史を感じてみてください。

”芸術の目的は時間を止めることにある“
－ Bob Dylan ( ボブ・ディラン )

昔の台北を今に留める：
歴史ある旧市街 3 選

文 / Kai　編集 / 下山敬之 　写真 / Taiwan Scene

01
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02

03

04

週末になると不定期でマーケットなどのイベントが
四四南村の屋外スペースで開催されます。

02. - 03.

四四南村の中には古民家や眷村だった時の様子が今
でも残っていて、区域全体が 1950 年代の生活の記
録を残す展示スペースとして機能しています。

01.

多くのクリエイティブな活動をする企業が四四南村
の中でアート作品などの商品を販売しています。

04.

スースーナンツン

四四南村

観光客も多く訪れる信義区の一角にあり、ここに
はいくつかの平屋が軒を連ねています。すぐ近くに
は台北 101 や高層ビルが立ち並び、新たに発展した
エリアと昔ながらのエリアとのコントラストが歴史
の光と影を感じさせてくれる場所です。

この地域一帯は 1948 年から 1999 年まで中国の青
島から来た聯勤第四十四兵工廠という工場勤務の軍
人とその家族のための住宅地でした。このような台
湾独自のコミュニティは「眷村（軍人とその家族の
村）」と呼ばれます。元々は中国南北戦争に敗北し、
台湾に撤退した国民党軍の一時的な住居でした。

こうした地域の家屋は造りが脆弱で、月日の経過
と共に過疎化や衰退、民族紛争などの問題が発生し
ていきました。そうした背景から、政府は 1990 年
代に地域一帯をマンションに建て替える都市計画に
着手します。

しかし、台北の文化活動家たちの尽力もあって
四四南村は取り壊しを免れ、2003 年には台北市が
この一帯を「信義公民会館」として一般公開しまし
た。現在でも展示スペースの制作が行われたり、家
屋の原型を生かして軍人たちの生活を再現するとい
った活動が行われています。他にも独創性のあるレ
ストランや文化を感じられるショップなどがあり、
週末になると工芸品のマーケットも開催されている
ので、伝統を感じながら現代らしい時間を過ごして
みてください。
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チンティエンジエ

青田街

青田街は台北の中でも大きな賑わいを見せる大
安森林公園の近くある小さな通りで、古い木々や
日本風の家屋が建ち並んでいます。

この通りにある建物は、1895 年～ 1945 年の日
本統治時代に台北帝国大学（現国立台湾大学）の
教授や日本人職員の住居として使用されていたも
ので、終戦以降は教員寮になりました。

しかし、時代が流れ、都市の再生や開発が急速
に進み始めると日本家屋や通りに並ぶ木々は少し
ずつ姿を消していきます。中には放棄され、ゴミ
捨て場になった場所も少なくなく、この地域は次
第に忘れ去られていきました。

幸いだったのは、完全に忘れ去られる前に市民
団体が政府と協力して、この歴史的遺産を保存す
る方向に動き始めたことです。その結果、古い木
造家屋はリノベーションによってレストラン、ア
ンティークショップ、ティーハウス、ギャラリー
などの芸術と文化の入り交じる近代的な施設へと
変貌を遂げました。中でも「青田七六」は保存状
態の良い木造住宅であり、この地域の象徴ともい
える建物です。もともと数多くの教授が暮らして
きたこの住宅は、今では古風なカフェ兼レストラ
ンとなり、毎週開催されるガイド付きツアーでそ
の歴史が解説されています。

台北の歴史の中で、人間性が忘れられたことは
一度もなく、それは今後も変わることがないので、
ぜひ青田街を散策して台北の情緒あふれる歴史に
触れてみてください。

青田街には青田七六などの日本統治時代の建物がキレイな状態
のまま保存されています。

05. - 06.

民生社區は並木道があり、とても静かな住宅街です。08. 

青田街は緑の溢れる静かで落ち着きのある通りです。07. 

民生社区は多くのおしゃれなカフェがオープンしたことで、地
域全体がアーティスティックな雰囲気に包まれています。

09.

ここは第二次世界大戦中、捕虜収容施設でしたが、現在では民
生中学校として生まれ変わりました。

10.

05

06

07
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08

0910

ミンションシャーチュー

民生社区

松山区内あるこの住宅街には、並木道やアートカフ
ェ、複合ブティックなどがあり、都会の喧騒を忘れての
んびりと過ごすことができます。そんな現代の憩いの場
にも忘れかけられた歴史があります。

そこには、日本統治時代の 1936 年に日本の空軍基地
として建設された「松山飛行場（現台北松山空港）」が
大きく関係しています。第二次世界大戦中、日本軍によ
って捕虜にされた連合国軍兵士は最終的に台湾の戦争捕
虜収容所に送られましたが、民生社区内にある現民生国
民中学校の一画が、当時の臨時捕虜収容所でした。

今ではその影もなく魅力的な通りとなっていますが、
これは 1960 年代に台北市が初のアメリカ式コミュニテ
ィをモデルとした都市開発を行ったためです。その結果、

一帯には数多くの公園や緑地が設置されましたし、空
港が近くにある懸念から建築物には高さ制限が設けら
れました。そのため、民生社区は 4 階建ての低層住宅
が立ち並び、都市部のようなコンクリートジャングル
を免れました。

現在、この地域の住宅は台北で最も古く、その多く
は外壁がつる草で覆われていますが、内部は現代風に
リノベーションされています。それによっておしゃれ
なカフェができるなど、コミュニティ全体も美しくな
りました。付近にある富錦街 ( フージンジエ ) も木々
が立ち並ぶおしゃれな通りなので、この地域一帯を散
策して居心地の良い場所を見つけましょう。T
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アジアの中でもグルメの街という
イメージが強い台北ですが、近年で
は 芸 術 の 街 と し て も 注 目 を 集 め て
います。その立役者となっているの
が Baboo、呉書原 ( ウーシューユェ
ン )、許悔之 ( シューホイジュー ) と
いった台北出身のアーティストやデ
ザイナー、詩人などで、彼らが生み
出すクリエイティブな作品が台北の
アートをより親しみやすいものへと
変化させています。アート作品の展
示場所は台北市立美術館と台北当代
芸術館が主ですが、他にも「耿画廊
（ゲンホァラン）」や「也趣芸廊（イ
ェチューイーラン）」などのギャラ
リー、「湿地（シューディ）」や「森
3 Sun Sun Museum」といった展示
スペースも増えています。こうした
背景から「台北当代芸術博覧会」が
開催されるなど、台北のアート業界
はかつてない盛り上がりを見せてい
ます。

台北では絵画や写真、建築から劇
場などジャンルを問わず、さまざま
なアートが楽しめます。ここでは、
台北独自のアートスポットをいくつ
か紹介していきます。

近現代芸術スポット
台北の

文 / Daria Lin　編集 / 下山敬之　写真 / 台北市立美術館、Contemporary by U、 
朋丁、空総台湾コンテンポラリー・カルチャー・ラボ、PLAYground 南村劇場

01

台北市立美術館は不規則な形をした外
観と太陽光が差し込む大きな窓が有名
で、明るい空間で様々な展示物が鑑賞
できます。(写真 / 台北市立美術館 )

02.

Contemporary by U の展覧スタイル
は近現代の絵画からストリートアート
まで幅広い範囲をカバーしています。
(写真 /Contemporary by U)

03. - 04.

台北の現代アートスペースは新しいア
ーティストが作品を展示する場として
だけでなく、アート好きな人たちがリ
ラックスしながら様々な作品に触れら
れる場所です。(写真/台北市立美術館)

01. 
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台北市立美術館は 1983 年に設立された公立美術館で、花博公園美術園区の中にあります。この美術館は台湾の近現代
アートを世に広める目的で作られ、現在では台北双年展やヴェネチア・ビエンナーレの台湾ブースの運営も手掛けてい
ます。また、多くの人にアートを触れてもらうために入場料も 30 台湾元と非常に安価ですし、ここ数年は館内での宿泊
会や子供向けのワークショップなどのイベントも開催しています。今年の夏から秋にかけては「Between Earth and the 
Sky: The Spiritual State of Our Times」という特別展が計画されていて、現代人の精神性についての討論などが行われる
予定です。

02

中山区中山北路三段 181 号
9：30 ～ 17：30（日曜 － 金曜；月曜定休）
9：30 ～ 20：30 （土曜）

台北市立美術館
SPACE 1

03

04

2019 年末にオープンしたギャラリーで、
次世代のクリエイティブが集う松山文創園区
のすぐ隣にあります。決して大きなギャラリ
ーではありませんが、草間彌生や村上隆、奈
良美智などの有名な日本人芸術家、KAWS、
WhIsBe、Jerkface といったアメリカのストリ
ートアーティスト、さらに現代芸術家やポッ
プアーティストの作品を厳選して取り扱って
います。内装は極めてシンプルで、中にはカ
フェが併設されているなど、都会の喧騒の中
でも心が安らぐ空間となっています。特に若
い世代の来場者は大歓迎ということなので、
アートの世界を堪能したい方はもちろん、コ
ーヒーが好きな方もぜひ一度足を運んでみて
ください。

信義区忠孝東路四段 553 巷 42 号
11：00 ～ 20：00（月曜定休）

Contemporary	by	U
SPACE 2
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中山区の閑静な住宅街にたたずむギャラリー、書
店、コーヒーバーが併設された複合施設で、アーティ
スト作品の展示スペースとしても有名な場所です。

お店の 1 階はコーヒーを飲みながら本や雑誌が読め
るカフェのようなスペースで、2 階と 3 階は厳選され
た地元デザイナーの作品や写真、イラスト、絵画、イ
ンスタレーションなど他ジャンルな芸術品を展示する
スペースとなっています。芸術家やアートが好きなス
タッフで運営されているので、作品の展示だけでなく
定期開催されているワークショップなどを通じて、一
般的な美術館やアートギャラリーには無い新しい体験
を提供し続けています。

中山区中山北路一段 53 巷 6 号
11：00 ～ 20：00 ｜ 毎月最後の月曜定休

/ / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / /

かつて国防部空軍総司令部があった場所に設立さ
れたこの施設は、政府の方針により文化の発信拠点
として生まれ変わり、現在では約 7 ヘクタールの敷
地内に芸術・文化関連の非営利組織が数多く招かれ、
革新的な展覧会、ワークショップ、教育プログラム
などを開催しています。

アートの共創空間、教育活動の拠点、他ジャン
ルの研究施設、国際的な滞在型作品制作の拠点など
様々な側面を持つこの施設ですが、主な目的は多く
の人がアート活動に参加できる場所として進歩して
いくことです。前衛的な現代アートが好きな方に特
におすすめな場所なので、ぜひお立ち寄りください。

大安区建国南路一段 177 号
9：00 ～ 18：00（月曜定休）

/ / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / /

空総台湾	
コンテンポラリー・	
カルチャー・ラボ

05

06

07

08

朋丁
ポンディン

SPACE 3

SPACE 4
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四四南村という場所にある小規模の独立系劇場
兼書店で、歴史的な建物が立ち並ぶエリアをリノ
ベーションした空間です。付近にはカフェが立ち
並び、週末になるとマーケットも開かれます。ま
た、台北 101 のすぐそばに位置していることもあ
って、観光スポットとしても人気です。

「PLAYground」という名前が表すように遊び心
あふれる場所となっていて、書店スペースはよく
ライブパフォーマンスを行うために利用されてい
ます。様々な用途での利用ができるよう書店の本
棚は簡単に移動できるようになっており、工夫次
第で驚くような利用方法も可能です。イベントに
ついては事前に公式 Facebook ページで予定を確
認してください。

/ / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / /

信義区松勤街 56 号
10：00～ 18：00（毎月の一番最初の月曜定休）

かつての美術館と言えば好きな人だけが足を運ぶ限定的な施設でしたが、現在では「物」よりも「体
験」、「制作」よりも「共創」、「静観」より「参加性」が求められています。多様な文化を受け入れて
いる自由度の高い台北では、アートが一般的になっていく傾向は今後も加速していくことが予想されます
し、ユニークなアートスペースの台頭によって業界もより発展していくことでしょう。 T

09

1011

朋丁は書店とカフェが融合したアートスペースとなっていて、アートを
より一般人の生活に近い感覚で感じられる空間となっています。 
( 写真 / 朋丁 )

05. - 06.

空総台湾コンテンポラリー・カルチャー・ラボは多くの人が現代アート
に触れられるように、クリエイティブな展覧とワークショップを行って
います。(写真 / 空総台湾コンテンポラリー・カルチャー・ラボ )

07. - 08.

PLAYground 南村劇場は、劇場以外にも読書スペースを設置した書店が
あります。(写真 /PLAYground 南村劇場 )

10. - 11.

PLAYground 南村劇場はインディペンデントシアターとして劇団を招い
たり、俳優による朗読劇など演劇のクリエイティビティを理解するため
のイベントを開催しています。 ( 写真 /PLAYground 南村劇場 )

09. 

PLAYground	南村劇場
SPACE 5
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台
湾
で
は
、
旧
暦
8
月
15
日
に
「
中
秋
節
」
を
お
祝
い
す
る
習
慣
が
あ
り
、
今
年
は
10
月
1
日
（
木
）
が
そ
の
日
に
あ
た
り
ま
す
。
も
と
も
と
は
農
業
の
収
穫
を
祝
う
重

要
な
行
事
で
し
た
が
、
現
在
で
は
主
に
家
族
が
集
ま
る
日
と
な
っ
て
い
て
、
家
族
で
食
事
に
出
か
け
る
光
景
を
よ
く
目
に
し
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
日
は
一
年
で
最
も
月
が
大

き
く
見
え
る
日
と
言
わ
れ
て
い
て
、
大
き
な
満
月
が
家
族
の
結
束
と
一
体
感
を
表
す
象
徴
と
な
っ
て
い
ま
す
。

家
族
と
過
ご
す
：
台
湾
の
中
秋
節

文/ Adam
 H

opkins

　
編
集/

下
山
敬
之
　 

写
真/  Aron Visuals, Taiw

an Scene, PhuShutter, Foto T

イ
ラ
ス
ト/  yienkeat

中
秋
節
の
神
話
と
物
語

32

( 写真 / Aron Visuals)
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中
秋
節
の
神
話
と
物
語

中
秋
節
に
ま
つ
わ
る
物
語
は

多
く
あ
り
ま
す
が
、
中
で
も
「
嫦

娥
奔
月
（
じ
ょ
う
が
ほ
ん
げ

つ
）
」
は
有
名
で
す
。
か
つ
て
天

に
は
10
個
の
太
陽
が
あ
り
、
そ
れ

が
原
因
で
植
物
は
枯
れ
、
川
は
干

上
が
り
、
人
々
の
生
活
が
脅
か
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
を
憂
え
た

后
羿
（
こ
う
げ
い
）
と
い
う
弓
使

い
が
、
特
別
な
力
を
秘
め
た
弓
を

携
え
て
崑
崙
山
の
頂
上
に
登
り
、

9
つ
の
太
陽
を
射
落
と
し
ま
し

た
。
英
雄
と
な
っ
た
后
羿
は
嫦
娥

（
じ
ょ
う
が
）
と
い
う
美
女
と
結

婚
し
ま
す
が
、
あ
る
時
不
老
不
死

の
薬
を
求
め
て
し
ま
い
ま
す
。
こ

の
薬
を
飲
む
と
体
が
天
に
昇
っ
て

し
ま
い
、
嫦
娥
を
地
上
に
残
し
て

し
ま
う
こ
と
か
ら
后
羿
は
飲
ま
ず

に
保
管
を
し
て
き
ま
す
。

し
か
し
、
悪
人
の
逢
蒙
（
ほ

う
も
う
）
と
い
う
人
物
に
薬
の
こ

と
が
知
ら
れ
て
し
ま
い
、
后
羿
の

家
が
襲
わ
れ
ま
す
。
薬
を
守
っ
て

い
た
嫦
娥
は
、
逢
蒙
に
薬
を
渡
さ

な
い
た
め
に
自
ら
不
老
不
死
の
薬

を
飲
み
干
し
ま
す
。
そ
の
結
果
、

嫦
娥
の
体
は
天
へ
と
昇
っ
て
し
ま

い
、
そ
れ
を
知
っ
た
后
羿
は
泣
き

な
が
ら
空
に
向
か
っ
て
妻
の
名
前

を
叫
び
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
月
が

い
つ
も
よ
り
大
き
く
、
明
る
く
な

っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
す
。

嫦
娥
が
少
し
で
も
后
羿
の
近
く
に

い
よ
う
と
月
に
降
り
立
っ
た
た
め

で
す
。
月
の
表
面
に
嫦
娥
ら
し
き

影
が
見
え
た
后
羿
は
そ
れ
以
降
、

彼
女
が
好
き
だ
っ
た
果
物
を
供

え
、
香
を
焚
く
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
周
囲
の
人
々
も
こ
の
習
慣
を

真
似
た
こ
と
が
、
中
秋
節
の
始
ま

り
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

他
に
も
「
玉
兔
」
と
い
う
伝

説
で
は
、
飢
え
た
老
人
に
姿
を
変

え
た
玉
皇
大
帝
が
、
さ
ま
ざ
ま
な

動
物
に
食
べ
物
を
恵
ん
で
ほ
し

い
と
頼
む
と
、
サ
ル
は
木
の
実
を

集
め
、
カ
ワ
ウ
ソ
は
川
で
魚
を

捕
り
、
ジ
ャ
ッ
カ
ル
は
チ
ー
ズ
を

盗
ん
で
持
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
み
す
ぼ
ら
し
い
ウ
サ
ギ
は
草

し
か
集
め
ら
れ
ず
、
老
人
が
お
こ

し
た
火
の
中
に
飛
び
込
ん
で
自
身

を
捧
げ
よ
う
と
し
ま
す
。
そ
れ
を

見
た
玉
皇
大
帝
は
、
ウ
サ
ギ
を
月

に
昇
ら
せ
て
、
玉
兔
と
し
た
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
玉
兔
は
広
寒
宮

と
呼
ば
れ
る
宮
殿
で
、
不
老
不
死

の
薬
を
作
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て

い
て
、
無
私
無
欲
と
自
己
犠
牲
の

象
徴
と
し
て
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
玉
兔
は
ア
ジ
ア
で
広
く
知

ら
れ
る
月
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
り
、

嫦
娥
と
も
一
緒
に
い
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

「
呉
剛
伐
桂
（
ご
ご
う
さ
い

け
い
）
」
と
い
う
伝
説
で
は
、
木

こ
り
の
生
活
に
飽
き
た
呉
剛
が

不
老
不
死
の
体
を
手
に
入
れ
よ

う
と
考
え
ま
す
が
、
飽
き
性
の
呉

剛
は
あ
ら
ゆ
る
長
寿
の
法
に
手
を

出
し
て
は
す
ぐ
に
投
げ
出
し
て
し

ま
い
ま
す
。
そ
ん
な
様
子
の
呉
剛

に
怒
り
を
覚
え
た
玉
皇
大
帝
は
、

月
に
あ
る
モ
ク
セ
イ
（
中
国
語
で

「
桂
」
）
の
木
を
切
り
倒
す
よ
う

命
じ
ま
す
。
こ
の
モ
ク
セ
イ
の
木

は
ど
れ
だ
け
切
っ
て
も
自
然
に
治

癒
す
る
特
性
が
あ
る
た
め
、
切
り

倒
す
に
は
休
む
間
も
な
く
切
り

続
け
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
呉
剛
は
未
だ
に
こ
の
木
を
切

り
倒
す
こ
と
が
で
き
て
お
ら
ず
、

中
秋
節
に
な
る
と
木
を
切
り
つ
け

る
音
が
聞
こ
え
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

( イラスト / yienkeat)
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中秋節の伝統と習慣

文旦を食べる
( ウェンダン )

中秋節には、ブンタンと呼ばれるグレープフルーツに似た果物を食べる習慣もあります。文旦は
中国語で「ヨウズ（柚子）」とも呼ばれ、中華圏では幸運と家族の結束の象徴として扱われてい
ます。これは「有子（子供の誕生）」と同じ発音であり、新しい家族の誕生を願うことにつなが
るためです。他にも嫦娥が好んだ食べ物という説もあります。

月餅を食べる
( ユエビン )

中国の伝統的なお菓子「月餅」も家族の再会を表すシンボルで、よく家族の人数分に切り分けて
食べられます。砂糖やハスの実粉末などの甘い餡が入っているものが一般的ですが、小豆や塩漬
けの卵黄などの餡もあります。この習慣は中秋節ならではのもので、月餅の年間消費量が最も多
いのもこの時期です。

一家団欒
中秋節は家族が集まる最大の機会です。これ以外で、仕事やその他の用事を忘れて家族が一堂に
会する機会はあまりありません。中でも最重要な行為が家族との夕食で、家族と一緒に過ごせな
い人でも夕食だけは一緒に食べようと家路を急ぎます。台湾では、この集まりを利用してバーベ
キューを楽しむ人も増えています。これは数十年前に始まった比較的新しい習慣です。他にも集
まることができない家族に対してメッセージカードを送る習慣もあります。

月見
この日は必ず満月になることから、多くの人が家族で集まって月見をします。満月は家族の再会
の象徴となっており、これまで何千年もの間、多くの詩人が故郷を懐かしみながら月を眺める詩
を残しています。現在では公園や山で月見を楽しもうとする人たちが多いです。
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02

04

03

中
秋
節
は
春
節
（
旧
正
月
）

ほ
ど
重
要
な
祝
日
で
は
な
い
も
の

の
、
多
く
の
家
族
に
と
っ
て
は
大

き
な
行
事
の
一
つ
で
あ
り
、
み
ん

な
が
楽
し
み
に
し
て
い
る
祝
日
で

す
。
台
湾
に
来
た
際
に
は
、
ぜ
ひ

こ
の
日
に
月
餅
を
食
べ
、
親
し
い

人
に
連
絡
を
と
っ
た
り
、
メ
ッ
セ

ー
ジ
カ
ー
ド
を
送
る
な
ど
し
て
み

ま
し
ょ
う
。
T

文旦はまず皮の部分に自由な発想で絵や文字を書い
てから食べるのが定番です。(写真 / Taiwan Scene)

02. 

中秋節に家族で月餅を食べる風習は一家団欒の象徴
となっています。(写真 / Foto T)

03. 

近年では中秋節になると友人や家族と焼き肉をし、
楽しい一時を過ごすという新しい風習が生まれつつ
あります。(写真 / PhuShutter)

04. 
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台北の建築から見る
歴史の変遷
文 / Catherine Shih　編集 / 下山敬之　写真 / Taiwan Scene、Yenyi Lin、jon-flobrant

各国の文化が入り混じった台北独特の建築構造は、100 年を超える歴史の変遷によって生まれました。
特に日本統治時代から現在に至るまで都市の発展や開発を受けて建築物はさまざまな変化を遂げていま
す。各時代の名残を見つけるには、建築の移り変わりを見ていくのが一番確実です。清朝統治時代以降、
保安宮に収蔵されている「交趾陶」という芸術品の鑑賞もお勧めですし、戦後も姿を変えずに残っている
中華民国総統府などに足を運ぶと変化の軌跡がよくわかります。 

2020 年は、台北市設立 100 周年の節目ということもあり、台北随一の建築史学者兼ガイドの鄭勝吉（ジ
ェンシェンジー）氏を招き、台北変革の背景にあるユニークな歴史についてお話を伺いました。

01
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Q
: 

台
北
の
建
築
と

そ
の
外
観
は
い
つ
頃

か
ら
変
化
し
て
い
っ

た
の
で
す
か
。

🅐
台
湾
の
歴
史
は
植
民
地
と
し

て
統
治
さ
れ
て
き
た
時
代
ご
と
に

特
徴
づ
け
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
で

す
が
、
建
築
の
歴
史
に
お
い
て
も

同
じ
こ
と
が
言
え
ま
す
。
建
築
史

学
者
と
し
て
建
築
物
の
変
遷
を
論

ず
る
際
に
、
私
た
ち
は
オ
ラ
ン
ダ

統
治
時
代
を
始
ま
り
と
し
て
、
ス

ペ
イ
ン
統
治
時
代
、
明
鄭
統
治
時

代
、
清
朝
統
治
時
代
、
日
本
統
治

時
代
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
以
降

と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
植
民
地
時
代
で

分
類
す
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
各

時
代
の
建
築
の
名
残
を
見
る
際
に

は
、
ま
ず
歴
史
と
政
治
の
影
響
を

認
識
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
特

に
台
湾
の
発
展
は
、
台
湾
南
部
に

あ
る
台
南
か
ら
始
ま
り
、
徐
々
に

台
湾
北
部
へ
と
広
が
っ
た
た
め
、

台
北
の
建
設
と
発
展
は
比
較
的
遅

く
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
し
た
が

っ
て
、
台
北
の
建
築
の
発
展
に
影

響
を
与
え
た
主
な
時
代
は
、
清
朝

統
治
時
代
、
日
本
統
治
時
代
、
第

二
次
世
界
大
戦
後
の
3
つ
の
時
代

に
絞
ら
れ
ま
す
。

0203

10 歳から建築に興味を持ち、大学でも建築を専攻。40 年近く建築
業界に従事し、台湾の歴史的モニュメントの研究をしてきた経歴から
伝統建築を紹介するガイドも務める。台北の建築美を歴史的観点から
鑑賞するというスタイルで、台北に残る各時代の建造物の素晴らしさ
を理解してもらうためのツアーを行っている。

ジェンシェンジー

鄭勝吉

バロック様式の装飾とアーチ構造の窓などの西洋建
築特徴は日本統治時代に台湾に伝来したもので、大
稻埕にある多くの建物でそれらの痕跡を見ることが
できます。

02. - 03.

美しい赤レンガと石の彫刻を特徴とするレトロな建
築物は大稻埕の代表的な風景となっています。

01. 
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04

05

06

Q
: 

各
時
代
に
お
け

る
台
北
の
建
築
ス
タ

イ
ル
と
主
な
特
徴
を

教
え
て
下
さ
い
。

🅐 

清
朝
統
治
時
代
は
、
現
在
の

福
建
を
中
心
と
し
た
閩
式
と
呼
ば

れ
る
建
築
様
式
が
主
流
で
し
た
。

木
材
、
赤
レ
ン
ガ
、
白
の
石
壁
、

木
彫
り
の
立
体
装
飾
、
壁
画
が
主

な
特
徴
で
、
一
部
の
寺
院
の
屋
根

に
は
交
趾
陶
が
使
用
さ
れ
て
い
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

日
本
統
治
時
代
は
、
西
洋
化

し
た
日
本
の
影
響
か
ら
西
洋
の
文

化
が
流
入
し
ま
し
た
。
黒
い
瓦
屋

根
に
完
全
木
造
建
築
と
い
う
伝
統

的
な
日
本
家
屋
も
建
造
さ
れ
ま
し

た
が
、
日
本
の
伝
統
的
な
建
築

技
術
と
西
洋
の
様
式
が
融
合
し
た

建
物
が
大
部
分
を
占
め
て
い
ま
し

た
。
こ
う
し
た
建
物
に
は
多
く
の

流
派
が
存
在
し
、
そ
の
中
に
は
英

国
ビ
ク
ト
リ
ア
朝
時
代
の
建
築

や
、
石
を
使
っ
て
堅
固
で
壮
大
な

外
観
を
作
り
出
し
た
ド
イ
ツ
の
新

古
典
主
義
建
築
な
ど
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
影
響
を
受
け
た
も
の
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
こ
の
他
に
も
折
衷

主
義
建
築
と
い
う
も
の
も
あ
り
、

こ
れ
ら
は
通
常
、
近
代
の
セ
メ
ン

ト
で
建
造
さ
れ
、
大
き
な
ア
ー
チ

型
窓
、
西
洋
彫
刻
、
日
本
家
屋
の

黒
い
屋
根
瓦
と
い
っ
た
古
典
的
な

装
飾
が
施
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

最
後
に
第
二
次
世
界
大
戦
後

で
す
が
、
2
つ
の
重
要
な
建
築
様

式
が
存
在
し
ま
す
。
そ
の
1
つ
で

あ
る
地
域
主
義
は
一
種
の
「
レ
ト

ロ
」
建
築
様
式
で
あ
り
、
伝
統
的

な
中
国
建
築
様
式
や
閩
式
建
築

の
特
徴
を
盛
り
込
む
こ
と
で
地
元

の
建
築
物
を
守
る
目
的
が
あ
り
ま

す
。
1
9
8
1
年
以
降
は
モ
ダ

ン
建
築
様
式
が
台
頭
し
、
諸
外
国

と
同
様
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
の
建

物
や
個
人
の
ス
タ
イ
ル
を
反
映
し

た
建
物
が
台
北
に
も
次
々
と
出
現

し
て
い
き
ま
し
た
。

建築物の彫刻芸術を細かく観察すると、西洋とロー
カルの彫刻の特徴が混ざり合っていることがわかり
ます。

04. - 06.

Q
: 

古
跡
や
建
築
物

の
保
存
に
関
す
る
問

題
や
課
題
に
つ
い
て

教
え
て
下
さ
い
。

🅐 

台
北
に
関
し
て
は
、
多
く
の

人
々
が
1
9
6
0
年
代
ま
で
古

跡
を
保
存
す
る
こ
と
の
重
要
性
を

あ
ま
り
よ
く
認
識
し
て
い
な
か
っ

た
こ
と
が
問
題
で
し
た
。
当
時
、

こ
う
し
た
史
跡
の
保
護
ま
た
は

保
存
の
た
め
の
国
の
法
律
や
予
算

が
定
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で

す
。
加
え
て
、
当
時
は
急
速
な
近

代
化
を
進
め
る
た
め
に
、
深
く
検

討
せ
ず
に
多
く
の
古
い
建
物
が
解

体
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
当

時
は
突
然
「
隣
の
あ
の
古
い
建
物

が
な
く
な
っ
た
」
と
気
付
か
さ
れ

る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
し
た
。

大
衆
の
考
え
方
を
一
変
さ
せ

た
大
き
な
転
機
と
な
っ
た
の
が
林

安
泰
古
厝
で
し
た
。
当
時
、
こ
の

住
宅
は
、
現
在
の
敦
化
南
路
エ
リ

ア
に
あ
る
、
シ
ャ
ン
グ
リ
・
ラ 

フ
ァ
ー 

イ
ー
ス
タ
ン 

プ
ラ
ザ 

ホ

テ
ル
台
北(

台
北
香
格
里
拉
遠
東

国
際
大
飯
店)

の
真
向
か
い
に
あ

り
ま
し
た
が
、
道
路
の
拡
張
に
伴

い
解
体
の
う
わ
さ
が
地
域
内
に
広

が
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、

こ
う
し
た
歴
史
的
建
築
物
の
保
存

に
対
す
る
意
識
が
徐
々
に
広
が
り
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現在

1683
清朝統治時代		

START

1895
日本統治時代		

1945
第二次世界大戦後

日本の伝統技術と西洋の	
様式が融合した建築様式

閩式建築
例：林安泰古厝民俗文物館

例：国立国父紀念館例：台北 101

例：総統府 例：国立台湾博物館例：国家撮影文化センター

日本の伝統建築様式

地域主義モダン

例：臨済護国禅寺

台北の 
建築様式の変遷

モダン建築様式

39

古典主義建築様式

ビクトリア朝時代 
の建築様式 ドイツの建築様式折衷主義建築

( 写真 /台北 101:jon-flobrant; その他 : Taiwan Scene)
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Q
: 

台
湾
の
代
表
的

な
建
築
家
と
作
品
で

知
っ
て
お
く
べ
き
も

の
は
あ
り
ま
す
か
。

🅐 
1
9
5
0
年
代
か
ら
1
9
6
0

年
代
に
か
け
て
、
海
外
で
勉
強
を

し
て
台
北
に
戻
っ
て
き
た
建
築
家

が
急
激
に
増
え
ま
し
た
。
彼
ら
の

多
く
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア
メ
リ

カ
の
著
名
な
建
築
家
に
師
事
し
た

人
た
ち
で
、
台
北
の
モ
ダ
ン
建
築

に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し

た
。 そ

の
中
の
1
人
が
米
ハ
ー
バ

ー
ド
大
学
建
築
学
部
を
卒
業
し
た

王
大
閎(

ワ
ン
ダ
ー
ホ
ン)

で
、

ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド

な
ど
を
手
掛
け
た
建
築
家
イ
オ
・

ミ
ン
・
ペ
イ
氏
と
同
窓
で
す
。
彼

の
作
品
は
国
立
国
父
紀
念
館
、
台

湾
大
学
法
学
部
万
才
館
な
ど
で
展

示
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
王
氏

が
独
身
時
代
に
住
ん
で
い
た
建
国

南
路
の
自
宅
も
興
味
深
い
で
す
。

赤
レ
ン
ガ
を
使
用
し
て
い
る
だ
け

で
な
く
、
床
か
ら
天
井
ま
で
あ
る

大
き
な
窓
、
中
庭
の
設
置
な
ど
当

07

始
め
た
の
で
す
。
地
元
の
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
や
文
豪
た
ち
が
、
こ
の
伝

統
的
な
閩
式
建
築
を
守
る
た
め
に

立
ち
上
が
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け

と
し
て
、
1
9
8
2
年
に
文
化

資
産
保
存
法
が
制
定
さ
れ
ま
し

た
。
最
終
的
に
、
林
安
泰
古
厝
は

保
存
を
す
る
た
め
に
移
築
さ
れ
ま

し
た
。
政
府
は
こ
れ
を
機
に
歴
史

的
な
古
跡
の
分
類
と
、
新
し
い
法

律
に
則
っ
た
長
期
保
存
計
画
の
策

定
に
積
極
的
に
な
っ
て
い
き
ま

す
。た

だ
、
残
念
な
こ
と
に
法
律

だ
け
で
は
こ
う
し
た
歴
史
的
建
築

物
を
保
護
す
る
こ
と
は
で
き
せ

ん
。
古
い
建
物
の
所
有
者
は
、
実

は
地
元
住
民
だ
っ
た
り
す
る
の
で

す
が
、
史
跡
を
保
護
す
る
こ
と
の

価
値
や
重
要
性
を
教
え
ら
れ
た

り
、
自
ら
学
ん
だ
経
験
が
あ
り
ま

せ
ん
。
建
物
が
あ
ま
り
に
古
い
場

合
は
、
保
存
に
多
額
を
投
じ
る
よ

り
も
最
高
額
を
提
示
す
る
請
負
業

者
に
売
却
し
て
さ
っ
さ
と
利
益
を

得
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
そ
の

た
め
、
当
局
が
文
化
遺
産
保
存
を

推
進
す
る
こ
と
が
と
て
も
重
要
で

す
し
、
各
復
元
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

品
質
や
実
行
に
直
接
影
響
す
る
予

算
の
割
り
振
り
も
必
要
に
な
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
世
代
を
減
る
ご
と

に
様
々
な
技
術
が
失
わ
れ
て
し
ま

う
た
め
、
復
元
の
知
識
と
技
法
を

受
け
継
い
で
い
く
こ
と
も
同
様
に

重
要
と
な
る
で
し
ょ
う
。

Q
: 

台
湾
を
訪
れ
る

外
国
人
観
光
客
に
一

番
お
勧
め
し
た
い
台

北
の
建
築
物
と
そ
の

理
由
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。

時
の
人
々
に
と
っ
て
は
、
そ
の
す

べ
て
が
新
し
い
コ
ン
セ
プ
ト
で
し

た
。
住
宅
は
後
に
解
体
さ
れ
ま
し

た
が
、
最
近
に
な
っ
て
彼
の
教
え

子
数
名
が
資
金
調
達
を
行
い
、
正

確
な
レ
プ
リ
カ
を
再
建
し
ま
し

た
。
レ
プ
リ
カ
は
、
「
王
大
閎
建

築
劇
場
」
と
し
て
現
在
台
北
市
立

美
術
館
の
隣
に
展
示
さ
れ
て
い
ま

す
。 も

う
1
人
、
同
時
代
の
建
築

家
で
忘
れ
て
は
い
け
な
い
の
は
、

蒋
介
石
が
名
付
け
親
と
な
っ
た
修

澤
蘭(

シ
ョ
ウ
ザ
ー
ラ
ン)

で
す
。

当
時
、
台
湾
の
建
築
界
に
は
4
人

し
か
女
性
建
築
家
が
い
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
そ
の
中
で
と
り
わ
け
存

在
感
を
放
っ
て
い
た
修
氏
は
、

「
台
湾
初
の
女
性
建
築
家
」
と
し

て
名
を
は
せ
ま
し
た
。
そ
の
作
品

は
、
レ
ト
ロ
な
地
域
主
義
建
築
を

代
表
す
る
も
の
で
、
陽
明
山
中
山

楼
、
台
北
市
立
景
美
女
子
高
校
の

図
書
館
と
管
理
棟
な
ど
、
著
名
な

も
の
が
多
数
あ
り
ま
す
。
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0809

閩式建築の代表である林安泰古厝は、古蹟保護運動後に中山区へと移築され、そ
の後長きに渡って保存され続けています。(写真 /Taiwan Scene)

07. 

鄭先生は初めて台北に来るなら、大稻埕と迪化街を歩いて現地の風情を味わって
みてほしいと話します。

08. 

乾元藥行の建物に刻まれた高麗人参の彫刻は、日本統治時代に流行した折衷主義
建築の影響を受けています。

09. 

王大閎の自宅は台北市立美術館の横にある公園内に再建され、一般開放されてい
ます。(写真 /Taiwan Scene)

10. 

10

T

🅐  

台
北
に
あ
る
建
築
の
変
遷
を

体
験
す
る
な
ら
、
ま
ず
は
大
稲
埕

埠
頭
の
周
辺
を
巡
る
こ
と
を
お
勧

め
し
ま
す
。
前
世
紀
か
ら
の
建
築

の
移
り
変
わ
り
の
ほ
ぼ
す
べ
て

が
、
こ
の
街
の
5
平
方
メ
ー
ト
ル

ほ
ど
の
小
さ
な
一
画
に
集
約
さ
れ

て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
台
北
霞

海
城
隍
廟
と
い
っ
た
寺
院
に
は
、

屋
根
に
飾
ら
れ
た
交
趾
陶
や
閩
式

の
建
築
物
、
壁
画
も
い
く
つ
か
見

ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
迪
化
街
を
訪

ね
る
と
折
衷
主
義
建
築
様
式
で
建

て
ら
れ
た
老
舗
漢
方
薬
店
「
乾
元

参
薬
行
」
な
ど
、
日
本
統
治
時
代

の
建
築
物
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。 こ

う
し
た
建
物
の
屋
根
に
は

家
紋
や
商
い
（
台
湾
茶
、
漢
方
薬

な
ど
）
、
生
涯
に
わ
た
る
繁
栄
を

表
す
猫
や
野
菜
の
穂
先
な
ど
様
々

な
シ
ン
ボ
ル
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
様
式

の
彫
刻
で
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
顔

義
成
商
会
な
ど
も
こ
の
様
式
で
建

造
さ
れ
た
ま
し
た
が
、
新
旧
の
建

物
が
混
ざ
り
合
う
こ
と
で
台
北
市

内
に
平
和
と
調
和
を
作
り
出
し
て

い
ま
す
。
付
近
に
は
様
々
な
お
店

が
あ
る
の
で
、
建
築
物
を
楽
し
み

つ
つ
、
地
元
の
グ
ル
メ
や
音
楽
、

文
化
な
ど
も
楽
し
め
ま
す
。
ま
だ

来
た
こ
と
が
無
い
方
は
、
ぜ
ひ
こ

の
地
域
を
訪
れ
、
台
北
の
建
築
の

歴
史
に
浸
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
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01

台湾の音楽業界に精通している人であれば、
台湾のジャズの発祥がどこかわかると思いま
す。ここではそんなジャズの聖地を紹介してい
きます。 

Blue Note Taipei 台北藍調 ( タイベイランデ
ィアオ ) というお店は 1974 年から今に至るまで
各国のプレイヤーたちがこの場所でジャズの演
奏を行っています。今季の『TAIPEI』では、創
業者の蔡輝陽（ツァイホィヤン）氏からお店を
引き継いだ黄信哲（ホァンシンジャー）氏にお
話を伺いました。二人とも親しみやすく、阿哲
は「阿哲（アージャー）」、蔡氏は父のように
優しいことから蔡爸（ツァイバー）という愛称
で親しまれています。以下インタビュー内でも
同様の名称で表記しています。

Blue Note Taipei:
台北ジャズの聖地
文 / Rick Charette　編集 / 下山敬之　 
写真 / Samil Kuo, Yenyi Lin, 台北市文化局
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パ
イ
オ
ニ
ア
の
偉
業

Blue Note Taipei

は
、
創
業

者
の
蔡
爸
が
開
業
し
た
お
店
で

す
。
「Blue Note Taipei

は
、

1
9
7
4
年
に
永
康
公
園
近
く

の
小
さ
な
ス
ペ
ー
ス
で
オ
ー
プ
ン

し
、
ジ
ャ
ズ
と
ブ
ル
ー
ス
の
レ
コ

ー
ド
や
楽
器
の
販
売
を
主
と
し
て

い
ま
し
た
。
」
と
阿
哲
は
話
し
ま

す
。
蔡
爸
は
ス
ペ
ー
ス
を
広
げ
る

た
め
に
1
9
7
8
年
に
お
店
を

移
転
、
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
移
転
を

行
っ
て
現
在
の
場
所
に
落
ち
着
き

ま
し
た
。

お
店
は
、
羅
斯
福
路
と
師
大
路

の
交
差
点
に
あ
る
古
く
て
小
さ
な

商
業
ビ
ル
に
あ
り
ま
す
。
「
か
な

り
の
期
間
、
レ
コ
ー
ド
と
楽
器
の

販
売
以
外
に
、
飲
食
業
や
ラ
イ
ブ

ハ
ウ
ス
を
す
る
な
ど
2
足
の
わ
ら

じ
で
経
営
し
て
き
ま
し
た
。
午
後

に
ジ
ャ
ズ
の
レ
ッ
ス
ン
教
室
を
開

い
て
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
」

と
阿
哲
は
振
り
返
り
ま
す
。

「
蔡
爸
は
演
奏
者
で
も
あ
っ

た
の
で
、
特
に
若
い
こ
ろ
か
ら
幾

夜
も
ス
テ
ー
ジ
で
演
奏
し
て
い
ま

し
た
。
」
そ
れ
か
ら
徐
々
に
事
業

を
シ
ン
プ
ル
化
し
、
蔡
爸
は
奥
さ

ん
と
2
人
で
ラ
イ
ブ
演
奏
だ
け
を

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
現
在

も
、
夜
8
時
か
ら
深
夜
ま
で
と
短

い
営
業
時
間
で
、
食
事
や
ド
リ
ン

ク
メ
ニ
ュ
ー
も
、
シ
ン
プ
ル
に
し

て
い
る
そ
う
で
す
。

店
名
に
つ
い
て
は
多
く
の
人

が
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
有
名
な

「Blue Note Jazz Club

」
に
ち

な
ん
で
い
る
と
誤
解
す
る
そ
う
で

す
。
「
あ
の
お
店
は
1
9
8
1

年
開
業
な
の
で
、
実
は
こ
ち
ら

の
方
が
早
い
ん
で
す
。
当
店
の

名
前
は
、
1
9
3
9
年
に
創
設

さ
れ
た
ジ
ャ
ズ
界
最
強
の
レ
コ

ー
ド‧

レ
ー
ベ
ルBlue Note 

Records

か
ら
つ
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ブ
ル
ー
と
い
う
文
字
が
含

ま
れ
て
い
る
の
で
、
ジ
ャ
ズ
と
ブ

ル
ー
ス
の
両
方
を
行
う
と
思
わ
れ

が
ち
で
す
が
、
基
本
は
ジ
ャ
ズ
一

筋
で
、
ブ
ル
ー
ス
は
た
ま
に
や
る

程
度
で
す
。
」台湾でジャズを楽しむのであれば

多くのファンが立ち寄る Blue Note 
Taipei がおすすめです。 ( 写真 /
Samil Kuo)

01. 
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台
北
ジ
ャ
ズ
の
象
徴

に
な
る
ま
で

Blue Note Taipei 

の
開
業
当

初
は
、
台
湾
で
ジ
ャ
ズ
が
流
行
っ

て
お
ら
ず
、
そ
の
存
在
は
ほ
と
ん

ど
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

当
時
、
テ
レ
ビ
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
数

は
3
つ
で
、
地
元
の
ラ
ジ
オ
局
で

か
か
る
西
洋
音
楽
が
主
流
で
し

た
。
ま
た
、
戒
厳
令
時
代
に
な
る

と
、
海
外
旅
行
に
も
で
か
け
ら
れ

ず
、
ジ
ャ
ズ
に
触
れ
ら
れ
る
機
会

は
駐
留
す
る
米
軍
兵
士
か
ら
し
か

有
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
阿
哲
は
も

と
も
と
働
い
て
い
た
会
社
の
上
司

が
演
奏
し
て
い
た
こ
と
が
き
っ
か

け
で
ジ
ャ
ズ
に
触
れ
ま
し
た
。

「
心
を
掴
ま
れ
ま
し
た
。
変
則
的

な
ペ
ー
ス
と
リ
ズ
ム
が
好
き
で
し

た
。
」
と
阿
哲
は
言
い
ま
す
。

「
当
時
のBlue Note Taipei 

は
、
本
場
の
ジ
ャ
ズ
が
楽
し
め
る

数
少
な
い
場
所
の
1
つ
で
し
た

が
、
私
み
た
い
に
本
格
的
に
ハ
マ

る
人
は
ご
く
わ
ず
か
で
し
た
。
」

1
9
8
7
年
に
戒
厳
令
が
終
わ

る
と
、
海
外
留
学
や
旅
行
へ
行
く

人
が
増
え
、
新
た
な
関
心
事
を
台

湾
へ
持
ち
返
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

Blue Note Taipei 

は
、
当
時

か
ら
ほ
と
ん
ど
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

を
し
て
い
な
い
そ
う
で
す
。
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
は
あ
る
も
の
の
、
基
本

的
に
は
地
元
の
ジ
ャ
ズ
通
の
音
楽

愛
好
者
た
ち
が
自
然
に
増
え
て
い

き
ま
し
た
。
ジ
ャ
ズ
専
門
の
ラ
イ

ブ
ハ
ウ
ス
な
ど
は
新
し
い
場
所
が

で
き
て
は
消
え
て
い
き
ま
し
た

が
、
こ
の
お
店
は
台
湾
国
内
随
一

の
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
と
い
う
評
判
を

早
く
か
ら
確
立
し
て
い
ま
し
た
。

「
演
奏
家
、
音
楽
フ
ァ
ン
ど

ち
ら
も
自
ら
こ
の
お
店
を
見
つ
け

て
や
っ
て
く
る
の
で
、
売
り
込
み

を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。
客

層
は
幅
広
く
、
地
元
の
人
た
ち
以

外
に
も
、
何
十
年
も
通
い
続
け
て

い
る
常
連
、
新
規
の
若
い
お
客
さ

ん
も
次
々
と
や
っ
て
来
ま
す
。
ま

た
、
毎
晩
ラ
イ
ブ
を
見
に
来
る
お

客
様
の
3
分
の
1
は
観
光
客
で
、

台
湾
在
住
の
外
国
人
や
海
外
か
ら

来
る
人
も
多
い
で
す
。
総
じ
て
台

北
の
ジ
ャ
ズ
に
つ
い
て
ネ
ッ
ト
で

調
べ
て
か
ら
訪
れ
る
音
楽
愛
好
者

ば
か
り
で
す
。
」
阿
哲
は
姉
の
黄

丹
（
ホ
ァ
ン
ダ
ン
）
氏
（
愛
称
は

Carter

）
と
一
緒
に
お
店
を
運
営

し
て
い
ま
す
が
、
二
人
は
国
内
外

か
ら
や
っ
て
く
る
お
客
さ
ん
た
ち

と
ジ
ャ
ズ
を
通
し
て
親
交
を
深
め

て
い
ま
す
。

02

阿哲 ( 左 ) はお姉さんの Carter( 右 ) と一緒に創業者の蔡爸から事業を引き継ぎ、力を合わせて Blue Note Taipei を運営しています。 
(写真 /Samil Kuo)

02. 
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阿
哲
が
働
き
始
め
た
の
は

2
0
0
1
年
か
ら
だ
そ
う
で
す
。

「
姉
は
私
よ
り
先
に
バ
ー
テ
ン
ダ

ー
と
し
て
働
い
て
い
ま
し
た
。
他

の
店
で
働
い
て
い
た
時
の
上
司
と

蔡
爸
が
友
人
関
係
で
、
そ
の
ツ
テ

で
蔡
爸
か
ら
バ
ー
テ
ン
ダ
ー
と
し

て
お
店
を
手
伝
っ
て
ほ
し
い
と
誘

わ
れ
た
そ
う
で
す
。
最
終
的
に
は

こ
の
お
店
の
音
楽
の
虜
に
な
り
ま

し
た
。
」
阿
哲
本
人
は
と
い
う

と
、
自
ら
こ
の
お
店
で
働
く
よ
う

に
な
り
、
最
終
的
に
経
営
に
携
わ

ら
な
い
か
と
誘
わ
れ
て
現
在
に
至

り
ま
す
。

「
蔡
夫
妻
が
引
退
す
る
前
に

お
店
を
売
る
か
潰
す
と
い
う
話
が

あ
り
ま
し
た
が
、
最
終
的
に
私
と

姉
が
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。
蔡
爸
と

私
た
ち
姉
弟
は
、
上
司
と
部
下
と

い
う
よ
り
も
親
子
の
よ
う
な
関

係
で
し
た
。
」
二
人
と
も
音
楽
に

対
す
る
強
い
情
熱
を
持
っ
て
い
ま

す
。
お
店
は
今
で
も
蔡
爸
が
開
業

し
た
当
時
の
面
影
を
残
し
て
い

て
、
入
口
の
ネ
オ
ン
ラ
イ
ト
、
壁

一
面
を
埋
め
尽
く
す
ジ
ャ
ズ
の
レ

コ
ー
ド
、
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
が
置

か
れ
た
小
さ
な
ス
テ
ー
ジ
な
ど
全

て
がBlue Note Taipei

の
象
徴

で
す
。
「
蔡
爸
と
ジ
ャ
ズ
を
何
十

年
も
愛
し
続
け
て
い
る
お
客
様
の

た
め
に
も
変
わ
ら
ず
に
残
し
て
お

き
た
い
の
で
す
。
」
と
阿
哲
は
言

い
ま
す
。

04

多くの人たちがジャズのアルバムや演奏を見に Blue Note Taipei を訪れ、最終
的には長年通い詰める常連へと変わっていきます。

03. 

入り口を照らすネオンライトは台北ジャズのシンボルとなっています。 04. 

03
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05

最
高
の
プ
レ
イ
ヤ
ー

た
ち
が
集
ま
る
ス
テ

ー
ジ台

湾
の
「
ジ
ャ
ズ
の
聖
地
」

で
あ
るBlue Note Taipei

は
、

お
客
だ
け
で
な
く
プ
レ
イ
ヤ
ー
も

自
ら
進
ん
で
お
店
を
訪
れ
、
こ
の

ス
テ
ー
ジ
で
の
演
奏
を
願
い
出
ま

す
。
平
日
は
毎
晩
違
う
グ
ル
ー
プ

の
出
演
が
予
定
さ
れ
て
い
て
、
新

し
い
プ
レ
イ
ヤ
ー
も
参
加
で
き
ま

す
。
週
末
は
台
湾
の
グ
ル
ー
プ
と

台
湾
在
住
の
外
国
人
グ
ル
ー
プ
の

中
か
ら
選
り
す
ぐ
り
の
常
連
グ
ル

ー
プ
が
演
奏
を
繰
り
広
げ
ま
す
。

「
毎
週
土
曜
はKU

カ
ル
テ
ッ
ト

と
い
う
日
本
人
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
烏

野
薫
と
台
湾
人
サ
ッ
ク
ス
奏
者
の

李
承
育
（
リ
ー
チ
ェ
ン
ユ
ー
）
が

率
い
る
グ
ル
ー
プ
が
演
奏
を
し
ま

す
。
烏
野
と
李
は
、
20
年
近
く
台

北
で
ジ
ャ
ズ
を
教
え
て
い
て
、
彼

女
た
ち
の
よ
う
な
音
楽
家
が
さ
ら

に
多
く
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
た
ち
を
店

に
呼
び
込
み
ま
す
。
こ
れ
こ
そ
が

ジ
ャ
ズ
を
受
け
継
い
で
い
く
方
法

だ
と
思
い
ま
す
し
、
そ
の
た
め
に

もBlue Note Taipei

が
い
つ
ま

で
も
高
い
ク
オ
リ
テ
ィ
の
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
を
お
届
け
で
き
る
こ
と

が
何
よ
り
も
肝
心
で
す
。
」

若
手
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
中
に

は
烏
野
氏
が
指
導
す
る
若
手
ジ
ャ

ズ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、
李
氏
が
輔
仁

大
学
音
楽
学
科
で
教
え
て
い
る
バ

ン
ド
が
あ
り
、
ど
ち
ら
もBlue 

Note Taipei

で
演
奏
を
し
て
い

ま
す
。

外
国
人
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
は
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
経
由
で
直
接
連
絡
し

て
く
る
か
、
交
流
の
あ
る
台
湾
の

ジ
ャ
ズ
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
を
通
じ

て
連
絡
し
て
く
る
こ
と
も
あ
り
、

主
に
ベ
テ
ラ
ン
の
演
奏
家
や
、

何
年
も
海
外
で
勉
強
し
て
き
た

人
た
ち
が
多
い
そ
う
で
す
。
海

外
の
大
物
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
に

は
、
ラ
ル
フ‧

ラ
ラ
マ
（Ralph 

Lalam
a

）
、
ジ
ェ
リ
ー‧
ウ
ェ

ル
ド
ン
（Jerry W

eldon

）
、

ロ
ー
マ
ン‧

ヴ
ル
ブ
レ
フ
ス
キ

（Rom
an W

róblew
ski

）
と
ヘ

ン
ク‧

ク
ラ
ー
ィ
エ
フ
ェ
ル
ト

（Henk Kraaijeveld

）
な
ど
が

い
て
、
最
近
だ
と
日
本
出
身
の
サ

ッ
ク
ス
マ
ス
タ
ー
の
大
山
日
出
男

と
、
ス
ペ
イ
ン
出
身
の
バ
ン
ド

モ
ー
リ
ン‧

チ
ェ
カ
ル
テ
ッ
ト

(M
aureen Choi Quartet)

が
出

演
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
「
台
北
ジ
ャ
ズ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
や
「
台
中
ジ
ャ
ズ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
に
出
演
す
る

烏野薫が率いる KUカルテットは毎週土曜になると Blue Note Taipei で演奏を行い、ファンたちを楽しませ
ています。 

05. 

毎年屋外で開かれるジャズフェスティバルは、世界中の有名なジャズバンドの演奏を聞こうと会場から溢
れるほどの観客が集まります。 ( 写真 / 台北市文化局 )

06. 



4747

06

海
外
グ
ル
ー
プ
が
、
お
店
に
立
ち

寄
っ
て
セ
ッ
シ
ョ
ン
す
る
こ
と
も

あ
る
そ
う
で
す
。
そ
の
際
は
事
前

交
渉
が
必
要
で
、
2
0
1
8
年

に
は
「
台
中
ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
に
出
演
し
た
、
ア
メ
リ

カ‧

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
サ
ン

ノ
ゼ
出
身
の
「
サ
ン
ホ
ゼ‧
ジ

ャ
ズ‧

コ
レ
ク
テ
ィ
ヴ
（SJZ 

Collective

）
」
が
交
渉
の
末
、

参
加
し
て
い
て
、
2
0
1
9
年

の
ア
ジ
ア
ツ
ア
ー
中
に
も
再
演
を

果
た
し
て
い
ま
す
。
ソ
ロ
プ
レ
イ

ヤ
ー
も
同
様
で
、
連
絡
な
し
で
い

き
な
り
来
る
こ
と
は
な
く
、
事
前

に
出
演
の
段
取
り
を
行
っ
て
い
る

とCarter

は
話
し
ま
す
。
「
フ

ェ
ス
に
複
数
回
出
演
し
て
い
る
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
も
、
当
店
で
何
度
も

演
奏
し
て
い
て
、
私
た
ち
も
か
な

り
の
人
数
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た

ち
と
交
友
関
係
を
持
っ
て
い
ま

す
。
」

最
高
の
プ
レ
イ
ヤ
ー

た
ち
が
集
ま
る
ス
テ

ー
ジ阿

哲
に
台
北
の
音
楽
に
興
味

が
あ
り
、
特
に
ジ
ャ
ズ
に
興
味
が

あ
る
人
が
訪
れ
る
べ
き
場
所
は
ど

こ
か
を
訪
ね
る
と
、
「
ま
ず
は
何

度
か
当
店
に
足
を
運
ん
で
く
だ
さ

い
。
そ
の
上
で
外
せ
な
い
の
が
、

Sappho Live Jazz

、
台
北
ジ
ャ

ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
台
中
ジ
ャ

ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
す
。
」
と

答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

Sappho Live Jazz

は
、
ラ

イ
ブ
ジ
ャ
ズ
専
門
の
音
楽
ク
ラ
ブ

で
、
カ
ジ
ュ
ア
ル
な
雰
囲
気
と
プ

ロ
の
ジ
ャ
ズ
演
奏
が
楽
し
め
る
こ

と
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
安
和
路

で
約
15
年
営
業
し
た
の
ち
、M

RT
中
山
国
小
駅
付
近
に
移
転
し
ま
し

た
。
台
北
ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
は
、
2
0
0
7
年
以
来
年
に

1
度
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
安

公
園
で
、
国
内
外
の
最
高
の
ジ
ャ

ズ
バ
ン
ド
に
よ
る
大
規
模
な
屋
外

コ
ン
サ
ー
ト
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

す
。
台
中
ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
は
、
台
北
か
ら
車
で
約
90
分
の

西
海
岸
沿
い
に
あ
る
台
中
市
で
年

に
1
度
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

Blue Note Taipei

は
、
台
湾

の
近
代
歴
史
と
芸
術
性
が
直
に
体

験
で
き
る
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。
ぜ
ひ

音
楽
が
好
き
な
方
は
足
を
運
ん
で

み
て
く
だ
さ
い
。
T

////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////

「台北ジャズフェスティバル」

10/1 ｜ 15：00 ～ 17：50 @ 大湖公園
10/2 ｜ 15：00 ～ 17：50 @ 林森公園
10/16 ～ 10/18 ｜ 18：40 ～ 20：30 @ 忠誠公園
10/23 ～ 10/25 ｜ @ 大安森林公園 ( 各日 4 回公演 )

///////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////

大安区羅斯福路三段 171 号 4 階

Blue Note Taipei（台北藍調）

bluenotetaipei.com
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台北では同性婚が認められて以降、台北のドラァグクイーン（女性に扮した男性パフォーマー）の人気
はますます高まっています。また、LGBTQI+ たちの祭典「台湾プライド（Taiwan Pride）2020」に先
立ち、彼女たちのパフォーマンス ‧ アートについても理解していきましょう。

台北は数年前に LGBTQI+ の代表的な地域として台頭して以来、LGBTQI+ 関連のイベントはますます
盛り上がりを見せていて、10 月に行われる「Pride Month」は、もはや東アジア最大のイベントと言っ
ても過言ではありません。他のイベントでも、ドラァグクイーン界のスーパースターが集まったり、さら
にドラァグ ‧ キングという新興文化が生まれるなど大きな変化も起こっています。

ここでは、ドラァグクイーンを台北に広めた Café Dalida とそこで働くドラァグクイーンたちに焦点を
当て、彼女たちがどのようにして今に至るのか、長年に渡る歴史を紹介していきます。

台北のドラァグクイーン
人々を魅了するカフェ
文 / Seb Morgan　編集 / 下山敬之　写真 / Samil Kuo

01
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02

時
代
の
変
化

Alvin
は
、
台
北
で
最
も
人
気

の
あ
る
ゲ
イ
バ
ーCafé Dalida

の
オ
ー
ナ
ー
で
す
。
彼
は
、

LGBTQI+

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が

台
湾
で
異
端
視
さ
れ
て
い
た
時
期

を
思
い
出
し
、
「
ゲ
イ
で
あ
る
こ

と
を
知
ら
れ
た
く
な
か
っ
た
」
と

話
し
ま
す
。

20
年
前
、
台
北
のLGBT

系
の

お
店
は
大
半
が
地
下
に
あ
る
バ
ー

や
カ
フ
ェ
で
目
立
た
な
い
よ
う

に
運
営
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
当
時

は
、
夜
に
バ
ー
で
カ
ラ
オ
ケ
を
し

た
り
、
チ
ャ
チ
ャ
を
踊
っ
た
り
す

る
の
が
一
般
的
で
、
ド
ラ
ァ
グ
の

よ
う
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
存
在

は
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
ほ
と

ん
ど
は
紅
頂
藝
人
（
ホ
ン
デ
ィ
ン

イ
ー
レ
ン
）
と
い
う
劇
団
が
行
う

大
道
芸
の
よ
う
な
ス
タ
イ
ル
の
シ

ョ
ー
で
し
た
。
「
ド
ラ
ァ
グ
ク
イ

ー
ン
と
い
う
よ
り
も
、
単
純
に
男

性
が
女
性
の
物
ま
ね
を
し
て
い
る

だ
け
で
し
た
」
とAlvin

は
言
い

ま
す
。

Alvin

は
学
生
時
代
に
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
中
を
旅
し
、
ポ
ッ
プ
ス
と
ウ

ェ
ス
タ
ン
ス
タ
イ
ル
の
ド
ラ
ァ
グ

ク
イ
ー
ン
に
夢
中
に
な
り
ま
し

た
。
台
湾
帰
国
後
、
現
在
は
閉
店

し
た
ク
ラ
ブ
「Source

」
で
初

の
ゲ
イ
ナ
イ
ト
を
主
催
し
、
海
外

の
ス
タ
イ
ル
を
台
湾
に
持
ち
込
ん

だ
の
で
す
。
当
時
唯
一
の
ド
ラ
ァ

グ
ク
イ
ー
ン‧

イ
ベ
ン
ト
に
は
、

国
内
外
の
タ
レ
ン
ト
が
参
加
し
、

中
に
は
後
に
テ
レ
ビ
や
映
画
の
世

界
に
進
出
し
た
人
も
い
ま
す
。
し

か
し
、Alvin

は
台
北
の
ゲ
イ
シ

ー
ン
の
閉
鎖
的
な
性
質
が
嫌
だ
っ

た
そ
う
で
す
。
「
狭
い
空
間
で
服

に
タ
バ
コ
の
臭
い
を
付
け
、
夜
明

け
前
に
ク
ラ
ブ
を
出
る
の
で
は
な

く
、
包
み
隠
さ
ず
堂
々
と
昼
間
か

ら
過
ご
せ
る
空
間
を
作
り
た
か
っ

た
の
で
す
。
」

台北に来てアジアで最もクリエイティブで、多様な演出が
見られるドラァグクイーンのショーを体験しましょう。

01. 

ヨランダ（左）、キミー（中央左）、エルジャ・ハイツ（右）、
マリアン（中央右）はドラァグクイーン文化を広げる努力
をし、さらにCafé Dalida という成長の場所を与えてくれた
Alvin ( 中央 ) に深く感謝しています。

02. 

“私が Drag Labs を始めたのは、台北で新しいクイーンを
発見して、その人が自分の才能を披露できる場所を提供 

したいと思ったからです。”
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03

ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を

浴
び
る
台
北
の
ド
ラ

ァ
グ
ク
イ
ー
ン 

2
0
0
6
年
、Alvin

は
西
門

紅
楼
の
近
く
に
あ
っ
た
お
店
を
安

い
家
賃
で
借
り
ま
し
た
。
こ
の
路

地
は
、
周
囲
の
に
ぎ
や
か
な
通
り

か
ら
は
見
え
な
い
よ
う
に
な
っ
て

い
た
た
め
、
屋
外
で
も
ゲ
イ
バ
ー

で
あ
る
こ
と
を
気
に
す
る
必
要
が

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。Alvin

と

共
同
創
設
者
は
、
フ
ラ
ン
ス
人
歌

手
で
ゲ
イ
の
ア
イ
コ
ン
で
あ
る
人

物
に
因
ん
で
、
「Café Dalida

（
カ
フ
ェ‧

ダ
リ
ダ
）
」
と
名

付
け
ま
し
た
。

「
ル‧

ポ
ー
ル
の
ド
ラ
ァ
グ

レ
ー
ス
の
お
か
げ
で
人
気
に
火
が

付
い
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
」
と

Alvin

は
、
台
北
の
ド
ラ
ァ
グ
カ

ル
チ
ャ
ー
の
原
動
力
がDalida

だ
け
に
あ
る
の
で
は
な
い
と
言
い

ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
バ
ー
が
台

北
で
の
ド
ラ
ァ
グ
の
普
及
の
中
心

的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と

は
否
定
で
き
ま
せ
ん
。
数
年
前
、

Dalida

は
毎
週
金
曜
か
土
曜
に

ス
ト
リ
ー
ト
の
ド
ラ
ァ
グ
シ
ョ

ー
を
始
め
、
大
成
功
を
収
め
ま

し
た
。
特
に
「Drag Labs

（
ド

ラ
ァ
グ
ラ
ボ
）
」
は
大
観
衆
を
集

め
、Dalida

で
初
舞
台
に
立
つ

多
く
の
新
人
ク
イ
ー
ン
の
お
披
露

目
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、Alvin

の
長
年
の
夢
で
し
た
。

「
私
がDrag Labs

を
始
め
た
の

は
、
台
北
で
新
し
い
ク
イ
ー
ン
を

発
見
し
て
、
そ
の
人
が
自
分
の
才

能
を
披
露
で
き
る
場
所
を
提
供
し

た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
」

台北の横顔 TAIPEI  秋季  2020
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地
元
の
ク
イ
ー
ン
が

自
分
自
身
を
表
現
で

き
る
場
所

ク
イ
ー
ン
た
ち
が
や
り
た
い

よ
う
に
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
さ
せ

る
と
い
うAlvin

の
方
針
は
、
観

客
と
ク
イ
ー
ン
双
方
か
ら
支
持
さ

れ
て
い
ま
す
。
「Alvin

に
出
会

っ
て
い
な
か
っ
た
ら
、
私
は
ド
ラ

ァ
グ
ク
イ
ー
ン
の
世
界
に
入
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
」

と
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
の
ヨ
ラ
ン

ダ‧

ミ
ラ
ン(Yolanda M

ilan)

は
話
し
ま
す
。
「
オ
ー
ナ
ー
の
中

に
は
、
女
性
的
な
表
現
を
し
て
ほ

し
い
と
か
、
ヒ
ッ
ト
曲
だ
け
を
歌

っ
て
ほ
し
い
と
言
う
人
も
い
ま
す

が
、Alvin

は
そ
ん
な
こ
と
は
言

い
ま
せ
ん
。
ド
ラ
ァ
グ
ク
イ
ー
ン

は
た
だ
の
女
装
や
モ
ノ
マ
ネ
で
は

な
く
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
自
分

の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
合
わ
せ
て
高

め
て
い
く
一
つ
の
芸
術
で
あ
る

こ
と
を
理
解
し
て
い
る
か
ら
で

す
。
」

Dalida

は
、
ク
イ
ー
ン
た
ち

に
と
っ
て
、
台
北
な
ら
で
は
の
シ

ョ
ー
を
行
う
実
験
の
場
で
す
。

レ
ギ
ュ
ラ
ー
ク
イ
ー
ン
の
一
人

で
あ
る
ニ
ン
フ
ィ
ア‧

ウ
ィ
ン

ド(Nym
phia W

ind)

は
「
と
て

07

09

08

も
新
鮮
で
す
。
私
た
ち
は
、
大
半

が
観
客
の
期
待
し
て
い
る
も
の

と
は
違
っ
た
ク
イ
ー
ン
を
演
じ

ま
す
。
」
と
話
し
ま
す
。
他
に

も
、
キ
ミ
ー‧

グ
リ
ー
ン
テ
ィ

ー(Kim
m

y Green Tea)

や
マ
リ

ア
ン(M

arian)

の
よ
う
に
、
ド

ラ
ァ
グ
に
笑
い
や
可
愛
ら
し
さ
と

い
う
エ
ッ
セ
ン
ス
を
吹
き
込
ん
で

い
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
も
い
ま
す
。

「
本
当
に
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
次
第

で
、
私
た
ち
は
ド
ラ
ァ
グ
を
自
分

の
も
の
に
し
て
い
ま
す
」
と
ニ
ン

フ
ィ
ア
は
言
い
ま
す
。

西門紅楼の周辺には Café Dalida を含む多くの LGBTQI+ 系のバー
やレストランがあります。

03. 

快適な屋外空間を持ち、壁には落書きやネオンが飾られるなど活
気あふれるバーとして知られる Café Dalida には異性・同性愛者
問わず多くの人が訪れます。

04. - 06. 

ドラァグクイーンたちは自ら衣装と化粧をデザインし、毎回のス
テージで唯一無二のパフォーマンスを披露しています。

07. - 09. 
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地
域
社
会
に
変
化
を

生
み
出
す
ド
ラ
ァ
グ

ク
イ
ー
ン

ゲ
イ
の
男
性
が
自
分
の
女
性
ら

し
さ
を
受
け
入
れ
る
と
い
う
思
想

は
、
ま
だ
世
界
の
大
半
で
は
受
け

入
れ
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
「
20
年

前
ま
で
は
台
湾
に
も
多
く
の
ク
イ

ー
ン
が
い
ま
し
た
が
、
ド
レ
ス
を

着
て
い
て
は
彼
氏
が
で
き
な
い
と

い
う
考
え
か
ら
、
多
く
の
ド
ラ
ァ

グ
ク
イ
ー
ン
が
辞
め
て
し
ま
い
ま

し
た
。
」
とAlvin

は
振
り
返
り

ま
す
。
そ
う
し
た
経
緯
か
ら
、
し

ば
ら
く
の
間
、Dalida

に
出
演
す

る
ド
ラ
ァ
グ
ク
イ
ー
ン
は
外
国
人

し
か
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

Dalida

の
オ
ー
プ
ン
当
初
、

台
北
で
は
伝
統
的
な
ゲ
イ
バ
ー
が

主
流
だ
っ
た
の
で
、Alvin

が
初

め
て
ド
ラ
ァ
グ
シ
ョ
ー
を
開
催
し

た
時
は
、
客
か
ら
「
う
る
さ
い
」

「
邪
魔
だ
」
と
い
う
苦
情
を
受
け

ま
し
た
。
し
か
し
、
2
0
1
7

年
に
同
性
婚
が
容
認
さ
れ
た
こ
と

で
、
雰
囲
気
は
一
変
し
ま
し
た
。

「
こ
れ
で
、
も
う
隠
す
必
要
は
な

い
と
感
じ
ま
し
た
」
とAlvin

は

言
い
ま
す
。
多
く
の
人
た
ち
は
、

こ
の
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
の
お
か
げ
で

気
が
楽
に
な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま

す
。
「
多
く
の
男
性
は
心
の
中
に

小
さ
な
女
の
子
が
い
ま
す
。
彼
ら

は
そ
れ
が
露
呈
す
る
の
を
恐
れ
て

い
る
の
で
す
。
で
も
、G-Star

と

い
う
大
型
ゲ
イ
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
で

は
、
ゲ
イ
が
自
分
の
女
性
的
な
側

面
を
受
け
入
れ
て
い
る
シ
ー
ン
を

目
に
す
る
な
ど
変
化
も
起
き
て
い

ま
す
。
も
う
偽
る
必
要
な
な
い
の

で
す
」

台
北
で
は
ド
ラ
ァ
グ
が
一
般
の

人
に
も
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に

1011

12

13

世界中のあらゆるドラァグクイーンショー
と同じく、リップシンクのパフォーマンス
は最高潮の盛り上がりを見せます。

10. - 11. 

Café Dalida ではドラァグクイーンたちが観
客に近づいていくので、至近距離で接する
ことができます。

12. - 13. 

台
北
に
お
い
て
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
な
ド
ラ
ァ
グ
ク
イ
ー
ン
ス
タ

イ
ル
を
取
り
入
れ
て
い
る
場
所

は
、Dalida

だ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
毎
月
開
催
さ
れ
る
「Blush 

at B1

」
や
「Paw

nshop

」
の

「Cam
pX

」
と
い
っ
た
イ
ベ
ン

ト
で
は
、
観
客
が
ド
ラ
ァ
グ
の
多

様
性
を
体
験
し
、
そ
の
魅
力
を
知

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
「
ド
ラ
ァ

グ
ク
イ
ー
ン
と
は
、
見
た
目
や
振

る
舞
い
の
多
様
性
を
示
す
も
の
」

と
ヨ
ラ
ン
ダ
は
説
明
し
ま
す
。

「
私
の
よ
う
に
、
男
性
で
あ
る
と

認
識
し
な
が
ら
と
て
も
女
性
的
な

人
も
い
ま
す
。
昔
は
否
定
さ
れ
て

い
た
け
ど
、
今
は
ド
ラ
ァ
グ
ク
イ

ー
ン
を
通
し
て
、
自
身
の
女
性
ら

し
さ
に
気
づ
け
た
喜
び
を
表
現
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
」
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「2020 Taiwan LGBT Pride」では、ドラァグクイーンショーやパフォーマンス、パーティーなど、様々な
プログラムが用意されています。今年のイベントは「私らしく、美しく」をテーマに、台湾のLGBTQI+に
対する意識を高めることが目的です。パレードは10月31日の予定ですが、「レインボーマーケット」とい
うイベントも開催されるので、おそろいのTシャツを着てイベントを応援しましょう。レインボーマーケッ
トは、台北市庁舎の向かいで開催されます。新しく舗装されたレインボー横断歩道と、イラストレーター
のZoo of Depression（厭世動物園）による愛らしいマスコットが目印です。 

台湾プライドのドラァグで、「最高」の体験を

重
要
な
理
由

Alvin

は
、Café Dalida

が
成

功
し
た
の
は
、
以
前
、
蘇
貞
昌

(

ス
ー‧

ツ
ェ
ン
チ
ャ
ン
）
台

湾
行
政
院
長
を
始
め
と
す
る
エ
リ

ー
ト
政
治
家
た
ち
が
来
店
し
た
こ

と
が
き
っ
か
け
だ
と
話
し
ま
す
。

「
当
時
、
政
府
の
人
た
ち
は
私
た

ち
の
本
当
の
望
み
を
知
ろ
う
と
し

な
っ
た
こ
と
で
、Alvin

は
ア
ー

ト
と
し
て
の
ド
ラ
ァ
グ
を
特
に
西

門
地
区
周
辺
の
一
般
人
に
伝
え
る

機
会
と
捉
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
「
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
前
に

近
所
の
お
ば
あ
さ
ん
が
バ
ー
の
前

を
通
り
、
明
ら
か
に
嫌
な
顔
を
し

ま
し
た
。
で
も
シ
ョ
ー
が
進
む
に

つ
れ
て
、
し
か
め
っ
面
は
だ
ん
だ

ん
と
消
え
て
い
き
、
最
後
に
は
態

度
が
一
変
し
て
い
て
、
ド
ラ
ァ
グ

ク
イ
ー
ン
を
大
好
き
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。
」

東
区
の
高
級
バ
ー
「Belle's

」

は
、
キ
ャ
バ
レ
ー
の
一
環
と
し
て

毎
晩
ド
ラ
ァ
グ
シ
ョ
ー
を
開
催

し
て
い
ま
す
。Alvin

は
、
こ
の

バ
ー
の
よ
う
にLGBTQI+

の
文

化
に
触
れ
る
機
会
の
な
い
人
た
ち

の
前
で
シ
ョ
ー
を
行
う
こ
と
は
と

て
も
重
要
な
こ
と
だ
と
説
明
し
ま

す
。

て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。
」

「
台
湾
政
府
の
役
割
は
学
校

の
教
科
書
にLGBTQI+

に
つ
い

て
盛
り
込
む
な
ど
で
支
援
を
す
る

こ
と
で
す
。LGBTQI+

に
対
す

る
認
知
度
を
高
め
る
こ
と
で
、
周

囲
の
無
知
を
払
拭
で
き
る
の
で

す
。
」

台
湾
の
ド
ラ
ァ
グ
ク
イ
ー
ン

業
界
は
教
育
を
行
い
、
人
々
の
関

心
を
寄
せ
る
に
値
す
る
も
の
で

す
。
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
・
ア
ー
ト

と
し
て
の
ド
ラ
ァ
グ
ク
イ
ー
ン
は

極
上
の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト

に
な
り
ま
す
が
、
ク
イ
ー
ン
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
と
っ
て
は
そ
れ
以

上
の
意
味
が
あ
り
ま
す
。
か
つ
て

Drag Labs

で
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

を
し
て
い
た
マ
リ
ア
ン
は
、
「
ド

ラ
ァ
グ
ク
イ
ー
ン
は
自
分
自
身
に

な
る
た
め
の
方
法
で
、
普
段
は
あ

え
て
し
な
い
よ
う
な
こ
と
が
で
き

ま
す
。
そ
う
し
た
台
湾
の
ド
ラ
ァ

グ
ク
イ
ー
ン
や
キ
ン
グ
の
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
は
大
喝
采
を
受
け
る
に

値
し
ま
す
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。

14

10 月 31 日に開催される予定の 2020 
Taiwan LGBT Pride では、西門町と
同じ虹の横断歩道が市政府広場にも
描かれます。

14. 

▲

ビデオインタビュー

////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////

2020 Taiwan LGBT Pride

19：00 ～ 3：00（日曜－木曜）
18：00 ～ 4：00 （金曜と土曜）

10 月 31 日
///////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////

萬華区成都路 10 巷 51 号

Café Dalida 

taiwanpride.lgbt

T
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アジアにおける食文化の要とも言える台湾には
タピオカミルクティーを始め、臭豆腐（チョウド
ウフ）、油で揚げた鶏排（ジーパイ）など屋台で
販売されている美味しい料理や飲み物が豊富にあ
ります。一般的に屋台料理は不健康で脂っこいも
のと思われがちですが、一概にそうとは言えず変
化の激しい台北の生活様式の中で食も進化を続け
ています。例えば、伝統料理に漢方を組み合わせ

たり、食材をアレンジしてこれまでとは全く異な
る味付けにするなどです。今季の TAIPEI では、
屋台料理にアレンジを加えて新しい料理へと昇華
させた 5 軒のレストランを紹介していきます。そ
れぞれのお店では、過去幾世代にも渡り継承され
てきた本格的な台湾料理の精神はそのままに、食
材を大胆にアレンジして異なる料理へと進化させ
た屋台料理バージョン 2.0 を提供しています。

飲食文化 TAIPEI  秋季  2020

台北屋台料理 2.0
現代風の伝統料理を
提供するお店
文 / AYCC　編集 / 下山敬之　 
写真 / April Chen　

5選

30 年以上の歴史を持つレストラン「王家水
餃」の 2 代目オーナーが開いたこのお店は、
伝統的な木製のテーブルと現代風でシンプル
な内装が組み合わされています。看板メニュ
ーは秘伝のレシピに従って作られた豚肉とニ
ラがぎっしり詰まった手作り餃子です。他に
も豚ひき肉、クログワイ、黄ニラに新鮮なエ
ビのむき身が丸々一匹分入ったエビ餃子もお
すすめの一品です。また、このお店では地元
の食材にこだわっていて、東門店では通常の
餃子に花蓮（ホアリエン）名物の青唐辛子の
醤油漬けを混ぜることで、伝統的な屋台料理
に新たな味わいを添えています。

大安区金華街223-3号（東門店）
11：30～14：00、17：00～21：00（日曜定休）

/ / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / /

ジャオズラ

餃子楽 

01

02

豚肉とニラの水餃子、エビ餃子の他にもきゅう
りのおひたしや漬物など餃子に合うサイドメニ
ューもあります。

01. 

餃子楽ではメニュー以外に明るく温かい快適な
食事空間も提供しています。

02.

①
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05

03

04

MRT 松江南京駅近くにある隠れ家的なレスト
ランのこのお店は、店名の「時寓（時計のアパー
ト）」が示すとおりアパートの一室にあり、壁一
面にはアンティークの時計が飾られています。看
板メニューは母直伝のレシピを健康的に仕上げた
煮込み牛肉麵の「来金」で、母親の名前が由来の
一品です。伝統的な牛肉麺は醤油ダシがベースで
すが、このスープには玉ねぎ、リンゴ、キャベツ、
トウモロコシなどの有機野菜と果物、麦門冬や紅
棗など 12 種類の漢方が入っています。また、夜に
なるとスタイリッシュなバーになり、賞を獲得し
た台湾産ウィスキーの「OMAR」も味わえます。

中山区建国北路一段 68 号 2 階
12：00 ～ 14：30、18：00 ～ 22：00（水曜 － 金曜）
12：00 ～ 15：00、18：00 ～ 21：00（土曜、日曜 ) 
月曜、火曜、毎月第二日曜定休

/ / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / /

シーユー

時寓 

母から受け継いだ牛肉麺以外にも滷味の盛り合わせなどおすすめの
メニューがあります。

03. - 04.

時寓は牛肉麺に薬膳を取り入れただけでなく、店内にある漢方の収
納棚を食器棚に改造して雰囲気のあるお店作りをしています。

05.

②
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08

06

07

内湖区江南街 124 号（内湖江南店）
11：30 ～ 21：00（ラストオーダー：20：30）

/ / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / /

潮味決では滷味と火鍋の味を組み合わせ、さらに様々な食材を提供することでお客さんを満足させています。06. - 08.

チャオウェイジュエ

潮味決 
台湾でポピュラーな滷味（ルーウェイ）は

顧客が具材を指定し、お店がそれを醤油ベー
スのスープで煮込む伝統料理です。滷味とい
えば屋台が定番ですが、このお店では現代風
なお店を構えていて、メニューも店名の「潮
味決（「潮」が「流行」、「味決」は「味」
と「対決」という意味）」が示すとおり台湾
人にとっての伝統料理である火鍋と滷味を組
み合わせた新しい料理を提供しています。一
番人気は唐辛子の香り豊かなピリ辛の火鍋の
スープですが、辛さを抑えたい方には、豚骨
やごま油をベースにした火鍋スープがおすす
めです。

台湾式大衆居酒屋「熱炒（ルーチャオ）」を
アレンジしたこのお店は 3 階建ての古い建物の
中にあり、外観からは想像できませんが、台北
でも人気の高いお店です。赤レンガの壁や格子
窓など、元の内装がそのまま残っているのでレ
トロな雰囲気が楽しめます。看板メニューは鴨
の胸肉の煮込み、ヘチマの塩卵黄和え、ピリ辛
の牛スネ煮込みなどの伝統的な台湾料理で、他
にも豆乳にウォッカを混ぜた台湾風のカクテル
などを提供しています。また、ウィスキーにキ
ンモクセイとレモンジュース、卵白を加えた伝
統メニュー「オスマンサス ‧ アレー」もあるの
で一度試してみてください。

大安区通化街 156 号
18：00 ～ 02：00（火曜 － 木曜、日曜）
18：00 ～ 03：00（金曜、土曜）

/ / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / /

09

10

クラシックな台湾式居酒屋として有名な弎樓は、
豆乳やキンモクセイなど台湾を代表する味を組み
合わせたカクテルを提供しています。

09.

弎樓の店内設計は赤レンガやセメントの壁、木製の
卓など台湾の伝統的家屋の特色が取り入れられてい
ます。

10.

③

サンロウ

弎樓④
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11

看板メニューの滷牛肉刈包が蒸籠に入った状態で提供される点も天淳津品大きな特徴の一つです。12.

天淳津品は食事スペースが 10 席もありませんが、美しさと快適さのバランスをとった絶妙な設計となっています。11.

12 台北は様々な文化が混ざりあっ
た多様性と創造性に富んだ街です。
時代の変化に伴い生活様式だけでな
く台湾料理という分野においても変
容が生まれつつあります。今回紹介
したお店のようにもともとは屋台料
理だった食べ物が昔からの精神を引
き継ぎつつ現代風に進化を続けてい
ます。また、こうした進化は料理と
いう分野に限らず、空間を楽しんだ
り、体験を共有したりという新しい
カテゴリを形成しつつあります。ぜ
ひ台北にお越しになった際は、発展
途上にある屋台料理のバージョン
2.0 を体験し、進化を続ける台北を
感じてみてください。 T

57

屋台料理の王道といえば台湾式ハンバーガ
ーの刈包（グァバオ）ですが、このお店では
西洋のサンドイッチの概念を組み合わせた刈
包を提供しています。通常は煮込んだ豚肉に
ピーナッツ、パクチーを蒸したまんじゅう生
地でサンドしますが、このお店ではパクチー
代わりの新鮮なレタス、ジューシーな豚バラ
肉、ハニーマスタードを小麦粉と炭パウダー
で作った生地で包んでいます。また、インス
タ映えする蒸籠に入った盛り付けもポイント
です。他にも鶏肉、牛肉、卵を使った別メニ
ューもあるので、ぜひ新しい刈包を体験して
みてください。

大安区光復南路 290 巷 38 号
11：00 ～ 19：00（月曜定休）

/ / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / / /

ティエンチュンジンピン

天淳津品 ⑤
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ありふれた日々の観測者
伝統市場：

文 / Dyann Jiang　編集 / 下山敬之　 
写真 / 楊艷萍 , Taiwan Scene,  劉佳雯 ,  高讚賢

台湾の伝統の市場といえば様々なお店が所狭し
と並び立ち、あちこちで飛び交う店主たちの声が
街に活気を与えています。迷路のように続く路地
の中で地元客は手早く買い物を済ませ、観光客は
珍しい商品に惹かれ右へ左へとお店を行き来しま
す。

中でも屋台で売られている香ばしい料理の数々
は人を引きつける力があり、観光客だけでなく現
地の人の心さえも魅了してしまいます。例えば、
豆腐で作ったプリンの「豆花（ドウホァ）」は親
が子供に買ってあげるポピュラーなデザートの一
つですが、旧正月時期に帰省した人たちは童心に
帰って食べている光景も珍しくありません。また、

市場はアットホームな雰囲気があり、道に迷った
人に対しても親切に接してくれるので観光客も安
心して訪れることができます。 

台北は世界的にも発展の著しい都市ですが、そ
の一方で伝統遺産を残し続けるなど近代化とのバ
ランスを絶妙に維持し続けています。ここでは、
世界中の人たちを魅了する台北の伝統市場を紹介
していきます。

伝統市場は新鮮な野菜がたくさん揃っているので、台北に住む
人の生活を支える重要な場所となっています。

01.

01
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ドンメンシューチャン

東門市場
中正区信義路二段 81 号

東
門
市
場
はM

RT

東
門
駅
か

ら
徒
歩
2
分
と
い
う
立
地
な
の

で
、
台
北
の
市
場
巡
り
の
出
発
点

と
し
て
最
適
で
す
。

こ
の
市
場
は
、
約
1
0
0
年

前
の
日
本
統
治
時
代
に
開
設
さ

れ
ま
し
た
が
、
当
初
は
い
く
つ

か
の
店
の
集
合
体
で
し
か
な
く
、

1
9
4
9
年
の
国
共
内
戦
後
に

中
国
本
土
か
ら
移
民
し
て
き
た
人

た
ち
が
金
山
南
路
の
周
辺
に
住
み

着
い
た
こ
と
で
地
域
の
中
心
的
な

場
所
と
な
り
ま
し
た
。
今
で
は
有

名
人
が
よ
く
訪
れ
る
お
店
も
多

く
、
「
貴
族
市
場
」
と
し
て
も
知

ら
れ
て
い
ま
す
。

上
質
な
商
品
、
歴
史
を
感
じ
る

雰
囲
気
、
そ
し
て
地
域
と
の
強
い

結
び
つ
き
を
も
つ
こ
の
市
場
は
、

地
元
の
人
々
だ
け
で
な
く
、
未
知

の
体
験
を
求
め
る
観
光
客
も
惹
き

つ
け
て
い
ま
す
。
こ
こ
を
訪
れ
た

際
に
は
、
つ
み
れ
や
春
巻
き
、
今

川
焼
き
に
似
た
紅
豆
餅
、
さ
ら
に

は
中
国
の
伝
統
料
理
な
ど
市
場
で

売
ら
れ
て
い
る
最
高
の
グ
ル
メ
を

味
わ
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

東門市場のおすすめグルメ：

豚肉入りのつみれスープがメインのお
店です。滷肉飯（ルーローファン）と
一緒にご注文ください。( 写真 /Taiwan 
Scene)

中正区臨沂街 75 巷 1 号

豆花を売る小さな屋台ですが、人生
で一度は食べるべきと言われるほど
有名です。( 写真 /Taiwan Scene)

中正区金山南路一段 142 巷 5 号

10 年以上に渡り地元の人々に朝食のお
店として愛されてきたお店で、牛肉餡
餅や葱油餅が絶品です。

中正区信義路二段 79 巷 15 號

御 紘 福 魚 丸
 ユーホンフーユーワン

江 記 東 門 豆 花
 ジャンジードンメンドウホァ

利 隆 餅 店
 リーロンビンディエン
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ディアーグォツァイシューチャン

第二果菜市場
中山区民族東路 336 号

台
北
松
山
空
港
か
ら
徒
歩
20

分
の
場
所
に
あ
る
こ
の
市
場
は
、

濱
江
果
菜
市
場
と
も
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。
名
前
か
ら
は
果
物
や
野
菜

の
市
場
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
た

れ
が
ち
で
す
が
、
料
理
人
た
ち
が

高
級
食
材
を
仕
入
れ
る
た
め
に
訪

れ
る
大
規
模
な
卸
売
市
場
と
し
て

も
有
名
で
す
。

食
材
の
仕
入
れ
目
的
で
な
け

れ
ば
早
朝
の
屋
台
に
行
く
の
が
お

す
す
め
で
、
店
主
た
ち
も
気
さ
く

に
接
し
て
く
れ
ま
す
し
、
お
す
す

め
料
理
や
食
材
に
つ
い
て
も
教
え

て
く
れ
ま
す
。 

ま
た
、
こ
の
市
場
で
は
色
彩

豊
な
果
物
や
野
菜
以
外
に
も
鮮
度

の
高
い
肉
類
や
魚
介
類
も
有
名
で

す
。
特
に
海
産
物
は
品
数
が
豊
富

で
、
中
に
は
名
前
が
わ
か
ら
な
い

よ
う
な
マ
イ
ナ
ー
な
魚
も
売
ら
れ

て
い
ま
す
。
鮮
度
の
管
理
に
は
十

分
注
意
が
払
わ
れ
て
い
る
の
で
、

ぜ
ひ
屋
台
な
ど
で
新
鮮
な
味
を
試

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

第二果菜市場付近おすすめグルメ：

お刺身が好きな方におすすめのお店
で、一口食べると新鮮な海の風味が口
いっぱいに広がります。

中山区民族東路 410 巷 29 号

ほうれん草や紅麹米を練り込んだ特
殊な麺が多々あるので、ぜひ一度試
してみてください。

中山区龍江路 370 巷 29 号

燻した香りと歯ごたえのある皮、柔ら
かい肉質が特徴のガチョウ肉を売って
いるお店。

中山区民族東路 410 巷 47 号

安 安 海 鮮
 アンアンハイシエン

光 田 製 麺
 グァンティエンジューミェン

濱 江 剝 骨 鵝 肉
ビンジャンボーグォアーロウ

(写真 /劉佳雯)
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ナンメンシューチャン

南門市場
中正区杭州南路二段 55 号

台
北
の
人
の
多
く
は
南
門
市

場
こ
そ
伝
統
的
な
市
場
と
考
え
る

人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の

市
場
は
歴
史
が
古
く
、
日
本
統
治

時
代
や
戦
後
に
食
べ
ら
れ
て
い
た

昔
な
が
ら
の
味
が
残
っ
て
い
る
た

め
で
す
。

訪
れ
る
お
客
さ
ん
は
特
定
の

お
店
で
決
ま
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
を
頼

む
人
も
い
ま
す
し
、
台
北
で
唯
一

本
格
的
な
点
心
料
理
が
食
べ
ら
れ

る
場
所
と
言
う
人
も
い
ま
す
。
ま

た
、
海
外
の
観
光
客
か
ら
も
人
気

が
高
く
、
特
定
の
お
店
の
味
を
求

め
て
わ
ざ
わ
ざ
や
っ
て
く
る
人
も

い
る
ほ
ど
魅
力
の
あ
る
ス
ポ
ッ
ト

で
す
。

そ
の
他
に
も
ド
ラ
イ
フ
ル
ー

ツ
や
ジ
ャ
ー
キ
ー
、
中
国
式
ソ
ー

セ
ー
ジ
、
粽
子
（
ち
ま
き
）
な
ど

の
食
品
も
有
名
で
、
春
節
や
端
午

節
、
中
秋
節
な
ど
の
行
事
が
近
づ

く
と
そ
れ
ら
の
食
品
を
求
め
る
人

た
ち
で
賑
わ
い
ま
す
。
他
で
は
手

に
入
ら
な
い
よ
う
な
珍
し
い
商
品

も
あ
る
の
で
、
観
光
が
て
ら
立
ち

寄
る
の
も
面
白
い
場
所
で
す
。

南門市場のおすすめグルメ：

柔らかい牛肉とコシのある麺のバラン
スが絶妙で、多くの人を虜にしている
お店です。

市場内 2 階の D13、14 ブース

品数は 4 品と少ないですが、和牛で
作られた胡椒餅と常連客が好む蔥油
餅が人気のお店です。

市場内 2 階の D15 ブース

ジャーキーの専門店で、特にパリパリ
とした食感の「肉紙（ロウジュー）」
が有名です。

市場内 1 階の B34 ～ 38 ブース

合 歓 刀 削 麺
ホ ーフ ァ ン ダ オ シ ャ オ ミ ェ ン

億 起 吃 飯 吧
イーチーツーファンバ

快 車 肉 乾
クァイチャーロウガン
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シンフーディンウェンホァシューチャン

新富町文化市場
万華区三水街 70 号

「
古
き
よ
き
台
北
」
と
い
う

印
象
の
強
い
万
華
区
の
龍
山
寺
か

ら
5
分
の
と
こ
ろ
に
あ
る
こ
の
市

場
は
台
北
と
同
じ
く
ら
い
興
味
深

い
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

開
設
さ
れ
た
の
は
1
9
1
8

年
で
、
当
時
は
「
緑
町
（
み
ど
り

ま
ち
）
市
場
」
と
い
う
名
称
で
台

湾
人
と
日
本
人
の
交
流
の
場
と
な

っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
第
二

次
世
界
大
戦
が
始
ま
っ
た
こ
と
で

全
て
の
お
店
が
閉
鎖
さ
れ
ま
す

が
、
戦
後
に
中
国
人
の
移
民
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
や
台
湾
南
部
か
ら
上
京

し
て
き
た
若
者
た
ち
の
手
に
よ
っ

て
再
び
活
気
を
取
り
戻
し
ま
し

た
。1

9
9
0
年
代
に
は
大
き
な

変
革
を
迎
え
、
昔
な
が
ら
の
雰
囲

気
を
残
し
つ
つ
新
し
い
ア
ー
ト
な

ど
の
文
化
を
取
り
入
れ
た
場
所
と

し
て
発
展
し
始
め
ま
す
。
市
場
の

近
く
に
あ
る
三
水
街
と
い
う
通
り

で
は
屋
台
が
立
ち
並
ぶ
風
景
の
中

に
現
代
の
独
創
的
な
ア
ー
ト
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
な
ど
、
新
旧
が

う
ま
く
調
和
し
た
ス
ポ
ッ
ト
へ
と

変
化
し
て
い
ま
す
。

新富町文化市場付近おすすめグルメ：

落ち着いた雰囲気と日光が差し込むカ
フェ。都会の喧騒を忘れてのんびり過
ごしたい方におすすめです。

万華区三水街 70 号

日本風の木造建築のお店で、昔なが
らのもち米スポンジケーキが多くの
人に愛されています。

万華区三水街 70 号

70 年続く肉圓の店。弾力のある皮とジ
ューシーな肉団子を新鮮なタケノコで
包んだ一品です。

万華区三水街 109 号

明 日 咖 啡
 ミンリーカーフェイ

合 興 八 十 八 亭
ホーシンバーシューバーティン

蘇 家 肉 圓 油 粿
スージャーロウユェンヨウグォ

(写真 /劉佳雯)
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士東市場のおすすめグルメ：

海鮮系の日本料理を提供するお店です
が、予算を伝えればそれに合わせた料
理を作ってもらえます。

市場内 1 階の 88 番

家庭の味にこだわっていて、フライ
ドチキンと焼き魚が人気です。

市場内 2 階の 234 番

孔明堂は甘さを控えた中華菓子のお店
で、大根もちや卵黄のケーキ、いちご
大福やシュークリームなどが人気です。

市場内 1 階の 23 番

阿 吉 師
アージ ーシ ュ ー

眷 村 寶 飽 家 常 菜 飯
ジュエンツンバオバオジャーチャンツァイファン

孔 明 堂
コンミンタン

シュードンシューチャン

士東市場
士林区士東路 100 号

元
々
は
住
宅
街
だ
っ
た
天
母

は
、
1
9
5
0
年
に
駐
留
し
て

い
た
米
軍
の
影
響
を
受
け
、
台
北

で
最
も
異
国
情
緒
の
あ
る
地
域
へ

と
発
展
し
ま
し
た
。
士
東
市
場
は

最
高
級
デ
パ
ー
ト
や
ア
ー
ト
セ
ン

タ
ー
、
広
大
な
公
園
が
点
在
す
る

天
母
の
中
に
あ
り
、
他
の
市
場
と

は
違
う
魅
力
を
放
っ
て
い
ま
す
。

1
9
9
2
年
に
開
設
さ
れ
た

比
較
的
新
し
い
こ
の
市
場
は
、
エ

コ
に
力
を
入
れ
て
改
修
が
行
わ

れ
、
現
在
で
は
最
も
地
球
環
境
に

優
し
い
市
場
と
な
り
ま
し
た
。
ど

の
あ
た
り
が
エ
コ
な
の
か
と
い
う

と
、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
や
雨

水
貯
水
設
備
な
ど
が
備
え
ら
れ
て

い
た
り
、
各
お
店
で
リ
サ
イ
ク
ル

が
し
っ
か
り
と
行
わ
れ
て
い
る
点

で
す
。
伝
統
市
場
の
多
く
は
裏
通

り
に
立
ち
並
ん
で
い
ま
す
が
、
士

東
市
場
は
デ
パ
ー
ト
の
よ
う
な
施

設
内
に
あ
り
、
空
調
と
照
明
が
完

備
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な

工
夫
を
行
う
こ
と
で
、
伝
統
的
な

市
場
も
現
代
の
ス
タ
イ
ル
に
最
適

化
で
き
る
こ
と
を
示
し
た
稀
有
な

例
で
す
。
T

(写真 /高讚賢)



旅のお役立ち情報
桃園国際空港から台北市までのアクセス台北市と桃園国際空港の交通手段には、スピーディーな
桃園国際空港 MRT、安くて便利な空港バス、安全で快適なタクシー、 専門的で質の高い送迎サ
ービスがあります。いずれも所要時間と料金が異なりますので、必要に応じてお選びください。

乗り場	:  
第一ターミナルの到着ロビーの西側、 
第二ターミナルの到着ロビーの西側

片道料金	:  
メーターの料金＋高速道路料金。 
台北市内まで約 NT$1,100 元 

第一ターミナルタクシー	
サービスセンター：	
電話：(03)398-2832

第二ターミナルタクシー	
サービスセンター：
電話：(03)398-3599

タクシー

乗車駅：	
A12 機場第一航廈駅 
A13 機場第二航廈駅 

片道料金：	
NT$150 元 

営業時間：	
( 実際の運行時間は現場でご確認 ください )
台北行 → 第一 , 二ターミナル   
始発列車 06:00 /  終発列車 23:37  
 
第一ターミナル → 台北行   
始発列車 05:59  /  終発列車 23:37 
 
第二ターミナル → 台北行 
始発列車 05:57  /  終発列車 23:35

乗り場	:  
第一ターミナル乗車場所： 
B1 階入国バス乗り場 
第二ターミナル乗車場所： 
1 階入国ロビー東側屋外 通路乗り場 

運行会社	:	
国光客運、長栄巴士、大有巴士の 3 社
	
片道料金：	
NT$65 元 ～ NT$145 元
	
所要時間：	
路線によって約 40 分～ 60 分 
( 大有巴士は停車バ ス停が多いため約 60 分～ 90 分 )
	
運行間隔：	
約 15 分 ～ 30 分間隔

空港バス 桃園国際空港 MRT

空港交通手段

切符：

EasyCard iPass

電子マネーとして、チャージするだけで MRT( 都市交通システム ) など公共交通 機関やコンビニ
エンスストア、特約商店での小額決済ができます。シェアサイクルの YouBike にも使えます。
購入は MRT やコンビニなど取扱店で。

電子マネー：

ICトークン (片道切符 )
NT$20-65 NT$150 

MRT	1	デイパス
NT$180 

24時間パス
NT$280 

48時間パス
NT$380 

72時間パス

12 の素敵な観光地＋交通機関乗り放題の
「無限周遊カード」、交通機関乗り放題

の「観光スポット周遊カード」、「交通
周遊カード」の 3 種類。有効期限内に台
北市と新北市、基隆市を思う存分遊ぶこ
とができます。

北北基おもしろカード	：

営業時間：06:00 ～ 24:00　　24 時間お客様専用ダイヤル：(02)218-12345台北 MRT

交通部観光局24時間対応、無料の旅行情報ホットライン :  0800-011-765
24 時間対応、無料の外国人在台生活相談 :	0800-024-111
北市民ホットライン :	1999 ( 台北市外 02-2720-8889)

旅のインフォメーション

観光スポット周遊カード
2 日 /3 日 /4 日券 

NT$650/850/1,050 元

台北市ダブルデク観光バス
TEL: (02)8791-6557 EXT. 30

無限周遊カード
有効期間は 

1 日 /2 日 /3 日券 
NT$1,200/1,600/1,900 元 

交通周遊カード	
有効期間は 

1 日 /2 日 /3 日 /5 日 /  
猫空ロープウェー 1 日券 

NT$180/310/440/700/350 元




